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グ ラ ン バ ノヽ お ノ、升多フ ェ ア ー
(青山本店 )
3月 3日 まで開催中

グランンパバ毎年恒例の、お人形フェアー。

国内からは、原仁子のビスク製市松人形、西崎富久子
のレプリカ・ ドール、他に小林美枝子、櫃田静子、本誌

で紹介の三輪輝子、岩切夫妻、長谷川裕子などが出品、

海外では、おなじみのレンチ。ドール、ケテ・クルーゼ

やイタリアやカナダのビスク製アーティスト・ ドール、

他に、国内ではグランパパでしかみられないユニークな

欧米の量産モデルの抱き人形が展示、販売されている。

店長の松田さんは、
.ドール・アーティストを「夢を現

実の姿にし、虚と実の世界を橋渡ししてくれる人達」と

呼び、スタッフと共に、作品の背景から作者の思惑まで

、見る人に丁寧に説明を重ねる。時節柄、雛祭りにむけ

てのイベントなのだが、従来の段飾の雛人形よりも、住

宅事情や、時代の要求に合わせ、年間を通して飾り慈し

むことができる質の高い人形を、という考えで行われて
いる、個性的なお人形フェアーである。

グランパパ青山本店

東京都港区南青山1-1-1 新青山ビル2F
(地下鉄青山一丁目下車 )

803-3475-1388 営業 11時～ 19時
(写真 :上段左・原仁子 上段右 。三輪輝子
下段左・小林美枝子 下段右・岩切克樹 )

会費とユーラシア・ ドールズ

プにより運営されています。

ア スア イ ト ド ル

ン :こ」の購読会員 るよ ,

の ス

ドール・フォーラム・ ジ

られた情報誌「ドール・フ ノヽ
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住所 。開館時間 2月 / 3月 / 4月 / 5月

横 浜 人 形 の 家

(企画展示室)

〒231横浜市中区山下町18
2'()45-671-9361

10:00-17:00日 月曜日

2/4-3/12

第9回

館蔵ひな人形展

4/15-5/21

第9回

館蔵五月人形展

横浜人形の家 。貸し会場

(人形展示のみ掲載 )

*圭備二生埜二≦22L旦量が含
まれています

4ノ
/4-9

村井恵美子

4/18-23

紙谷元子

新宿せ 。 ら ～ る

(人形展示のみ掲載 )

〒160新宿区歌舞伎町1-30-1

新宿PPE 6F 803-3205-2673

10:30-20:00 年中無休

2ノ
/22-2,/28

=妨
d(ポラン)と人形高

(福島弘太郎・宇山あゆみ)

3′/22-3ノ/30

高橋猛彦

人形展

昔 人 形 青 山

ギャラリーKl
(ア ピール・ボックス )

〒603京都市北区室町通
北大路下ル小山東大野町 69
21075-415-1477  PM1  1- '7

2月 1日 ～ 4月 30日
山本七生 (千葉 )

原明代 (大阪)。 ノ!ヾ尺靖子 (京都 )

5月 1日 ▼́7月 31日
土井陽子 (神奈川 )

長谷川彩美 (兵庫)。松田珠江 (東京 )

イtと 人 冴 多た ち多角「■ 41コ
エ =2-ル

‐ ド
シ モ ‐ン

人 形 展

第4回 今輝いている女性達展
3月 9日 (木) ～ 3月 14日 (火 )
大阪高島屋グランドホール (7F)
後援 文化出版局

「銀花」に掲載された7名の人形作家と花をプラ
スしたユニークな展覧会で、くら田たまえ、山口
景子 (写真)らが出品。

JL三≡ル 機 くら田たまえ人形展
::"縦
‐・・ .

・燿ト

4月 24日 (月 )～ 4月 29日 (土 )
ギャラリー ま。たんと

〒530大阪市北区梅田 1-1-3
8 06-348-0203
(11:00-19:00、 土曜17:00無 )

*1月 に予定されていたが、阪神大震災のため、
急きょ上記日程に変更。

アトリエ・ アイドール 準可イ′Fンメ、ラ干多展 95

3/7～ 3/13 田中八重洲画廊 603-3271-7026
(東京駅八重洲北日)
11:00-18130(最 終日16:00迄 )

*島村龍治人形教室展。また、市松人形展も10月に
開催予定。

【問合先】アトリエ・アイドール 603-3200-1351
〒169新宿区高田馬場1-10-18諏訪町マンション401

「モールあそび (ポラン)」 と人形たち・・・

(上記せ 。ら～る欄参照 )

小誌「人形つれづれ」連載の福島弘太郎の生活文
化人形 (写真)と、宇山あゆみのモール人形

3月 2日 (木)´V3月 7日 (火 )
10:00～ 18:30
(最終日のみ 18:00ま で )

新宿紀伊国屋画廊
803-3354-7401

毎年恒例の教室展です。

四谷シモンをはじめとする生徒、
OB達 61名 による70点以上の
人形が並びます。

【問合先】 エコール・ ド・シモン
東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-5-4
6:03-3402-9488

す型⊇ 重担!倉」イ乍 人 汗多区ヨメ J護 '9115 大学堂ギャラリー (心斎橋 )
3/9-3/14 出品 :上住洋子・右近知子・福山まり。宮崎淑子 12:00-18:00806-241-1124
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「ド
ー
ル
・
ア
ズ

・
ア
ー
ト

（芸
術

と
し
て
の
人
形
）
」
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク

・
ソ
ー
ホ
ー
に
あ
る
ニ
ー
ル

・
ズ

カ
ー
マ
ン
の
Ｃ
Ｆ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

年
に

一
度
の
定
期
企
画
と
し
て
、　
一
九

九
四
年
十

一
月
十
七
日
よ
り
十
二
月
二

一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

悲
し
い
こ
と
に
、
出
品
す
る
予
定
で

あ

っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

下
人
、
ロ

バ
ー
ト

・
キ
ー
ン
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は

九
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
り
、
非
売
品

で
あ
る

一
作
品
が
出
品
さ
れ
、
往
時
が

偲
ば
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
他
の
六
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
エ
ク
サ
イ
テ
イ
ン

グ
な
作
品
を
多
数
展
示
し
た
。

ズ
カ
ー
マ
ン
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と

ユ
ー
モ
ア
と
い
う
自
分
の
志
向
を
は
っ

き
り
と
意
識
し
て
、
ア
ー
テ
イ
ス
ト
を

慎
重
に
選
択
し
た
。
少
数
の
ア
ー
テ
イ

ス
ト
に
焦
点
を
当
て
る
事
に
よ
っ
て
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
主
題
に
多
様

性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
異
な
る

個
性
が

一
堂
に
並
べ
ら
れ
る
事
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
芸
術
的
な
個
性
が
よ
り
強
く

発
揮
さ
れ
た
。

ポ
ー
セ
レ
ン
か
ら
合
成
粘
土
、
布
、

ま
で
の
素
材
、
芸
術
史
に
お
け
る
様
々

な
様
式
、
そ
し
て
人
間
や
超
人
的
な

フ
オ
ル
ム
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
薯
幕
性

に
か
か
わ
ら
ず
、

「ド
ー
ル
・
ア
ズ

・

ア
ー
ト
」
に
は

一
体
の
人
形
が
他
の
人

形
と
補
い
あ
う
よ
う
な
凝
集
力
が
あ
っ

た
。
ニ
ー
ル
・
ズ
カ
ー
マ
ン
の
方
針
が

「ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
」
体
ｆ
ｍ

を
選
択
す
る
時
に
、
自
ら
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
、
他
の
芸
術
作
品
や
絵
画

を
選
択
し
て
き
た
時
と
同
様
に
し
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
事
が
可
能
に
な

る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
人
形
や
、
彼
が
サ
プ
テ
キ

ス
ト
と
呼
ぶ
も
の
を
持

っ
て
い
る
人
形

に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

◆

イ
ギ
リ
ス
の
二
人
組
、
ポ
ー
ル

・
ク

レ
ー
と
ピ
ー
タ
ー

・
コ
ウ
は
、
五
体
か

ら
十
五
体
ま
で
限
定
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な

衣
装
を
ま
と

っ
た
有
名
人
の
肖
像
の

ワ
ッ
ク
ス

・
ド
ー
ル
で
有
名
で
あ
る
。

Ｃ
Ｆ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
た
め
に
彼
ら

は
、
グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
の
絵
画
に

発
想
を
得
た

一
体
も
の
の
新
作
を
三
体

制
作
し
た
。
彼
ら
は
他
に
、
映
画

「ブ

ラ
ム
・
ス
ト
ウ
カ
ー
の
ド
ラ
キ
ュ
ラ
」

の
五
場
面
の
う
ち
最
終
場
面
に
登
場
す

る
四
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ノ
ス
フ
ェ

ラ
ツ
」
、
毛
皮
の
ト
リ
ミ
ン
グ
の
ガ
ウ

ン
を
着
た
マ
レ
ー
ネ

・
デ
ー
ト
リ
ヒ
の

一
連
の
肖
像
人
形
の
中
の

一
体
と
、

チ
ャ
ー
ル
ズ

・
デ
イ
ケ
ン
ズ
の

「
ミ
ス

・
ハ
ビ
シ
ャ
ム
」
な
ど
の
作
品
も
展
示

し
た
。
ノ
ス
フ
ェ
ラ
ツ
の
作
品
群
は
高

さ
が
、
約
六
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
他

の
五
体
は
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

◆

他
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
皆
、
ア
メ
リ

カ
人
で
あ
る
が
、
ア
ド
ナ
ン
・
キ
ャ
ラ

ベ
イ
は
ト
ル
コ
で
生
ま
れ
て
い
る
。
彼

の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
い
く
つ
か
は
、
本
物

の
動
物
の
頭
蓋
骨
に
、
び
っ
た
り
の
サ

イ
ズ
の
ガ
ラ
ス
の
目
を
は
め
て
作
ら
れ

て
い
る
。

猿
の
関
節
人
形
は
、
十
八
世
紀
の
装

飾
さ
れ
た
衣
装
を
ま
と
い
、
適
切
な
か

つ
ら
、
宝
石
類
を
つ
け
て
お
り
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
フ
ァ
ン
に
喜
ば
れ
る
だ
ろ

う
。
キ
ャ
ラ
ベ
イ
の
猿
の
人
形
は
、
ル

イ
十
五
世
の
時
代
に

「サ
ン
ジ
ェ
リ
ー

（猿
真
似
）
」
と
よ
ば
れ
、
フ
ラ
ン
ス

貴
族
社
会
の
飽
食
ぶ
り
を
風
刺
す
る
論

評
に
登
場
す
る
着
飾
っ
た
猿
の
、
現
代

に
お
け
る
従
姉
妹
で
あ
る
。
衣
装
を
つ

け
た
動
物
と
い
う
キ
ャ
ラ
ベ
イ
の
作
風

の
例
外
と
し
て
、
約
十
七
セ
ン
チ
大
の

天
使
が
、
壁
や
屋
根
に
と
ま
っ
て
い

る
。
彼
は
、
人
を
表
現
し
よ
う
と
思
え

ば
、
同
様
に
優
れ
た
仕
事
が
で
き
る
こ

と
を
証
明
し
た
。
◆

「ド
ー
ル
・
ア
ズ

・
ア
ー
ト
」
の
作

家
の
中
で
、
も
っ
と
も
多
く
作
品
を
出

品
し
た
ジ
ョ
ー

・
エ
レ
ン
・
ト
リ
リ
ン

グ
の
布
と
粘
土
の
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー

は
、　
一
見
、
キ
ャ
ラ
ベ
イ
の
動
物
の
親

戚
の
よ
う
だ
。
だ
が
、
彼
女
の
つ
く
る

豚
、
大

、
そ
の
他

の
動
物
群
は
、

ウ
ィ
ッ
ト
に
と
ん
だ
タ
イ
ト
ル
の
小
さ

な
ド
ラ
マ
を
演
じ
る
俳
優
た
ち
で
あ

る
。
　

た
と
え
ば

「
ウ
イ
ン
ザ
ー
家
の

デ
ュ
ー
ク
と
ダ
ッ
チ
ェ
ス
」
と
い
う

一

組
の
大
は
、
布
張
り
の
椅
子
や
ソ
フ
ァ

に
腰
掛
け
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
ト
リ
リ
ン
グ
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
不
可
欠

な
小
道
具
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
い
く

つ
か
の
人
形
は
、
動
物
の
恋
人
と
ベ
ア

に
な
っ
た
人
間
の
人
形
だ
。
ソ
フ
ァ
ー

で
く
つ
ろ
ぐ
絶
世
の
美
女
バ
ー
ビ
ー
と
、

自
鳥
の
姿
を
し
た
ゼ
ウ
ス
の

「オ
リ
ン

ポ
ス
山
の
パ
ー
ビ
ー
と
ゼ
ウ
ス
」
。

「ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
の
逆
転
」
で
は
、
二

つ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
相
ｒ対
的
に
な
り
、

一
体
が
も
う

〓
力
の
反
対
と
な
る
よ
う

に
、
人
の
半
身
と
馬
の
半
身
を
入
れ
替

え
て
い
る
。
参
観
者
は
、
作
品
の

ジ
ョ
ー
ク
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
解
す
る

方
に
気
を
取
ら
れ
、
つ
い
、
こ
の
ア
ー

テ
イ
ス
ト
の
、
素
材
を
扱
う
卓
越
し
た

才
能
を
見
落
と
し
て
ま
う
。
布
を
使
い

こ
な
す
事
で
こ
れ
ほ
ど
熟
練
し
た
ド
ー

ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
め
っ
た
に
い
な

い
の
だ
。
マ
ド
ン
ナ
を
含
む
多
く
の
有

名
人
が
、
彼
女
の
作
品
を
所
有
し
て
い

る
は
、
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

◆

も
う

一
人
の
女
性
作
家
、
ナ
ン
シ
ー

・
ワ
イ
リ
ー
は
表
面
の
独
特
な
彩
色
方

法
と
、
素
材
の
創
造
的
な
使
用
に
よ

り
、
統

一
感
の
あ
る
五
作
品
を
出
品
。

日
本
の
紙
粘
土
を
使
用
し
た

「狂
っ
た

王
」
を
除
き
、
作
品
の
素
材
は
ス
カ
ル

ピ
ー
だ
。

「
フ
ロ
ー
ラ
の
サ
ス
キ
ア
」

は
、
明
ら
か
に
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
妻
を

描
い
た
絵
に
発
想
を
得
た
も
の
だ
が
、

ワ
イ
リ
ー
は
、
作
品
の
衣
装
を
二
枚
以

上
の
肖
像
画
か
ら
混
成
さ
せ
る
た
め
、

豊
か
な
発
想
力
を
用
い
、
こ
の
優
れ
た

傑
作
に
対
し
、
単
な
る
物
真
似
を
避
け

る
事
で
、
敬
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た

、
十
六

世

紀

の
衣
装

の

「
フ
ァ
ー
ジ
ン
グ
イ
ル

（た
が
骨
で
広

げ
た
ス
カ
ー
ト
）
」
で
は
ワ
イ
リ
ー

は
、
ス
カ
ー
ト
を
広
げ
る
た
め
に
、
鳥

の
入
っ
た
鳥
か
ご
を
使

っ
た
。
な
お
か

つ
、
こ
の
ス
カ
ー
ト
の
女
性
は
、
王
の

王
冠
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
っ
と
小

さ
な
鳥
か
ご
に
話
し
か
け
て
い
る
。
私

は
、
鳥
か
ご
を
こ
ん
な
ふ
う
に
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
人
間
な
ん
て
、
他
に
考
え
つ

か
な
い
！

ま
た
、

「
ド
ー
ル

・
ア
ズ

・
ア
ー

ト
」
の
新
∵人
と
し
て
、
演
劇
の
経
歴
を

持
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド

・
プ
ラ
ウ
ズ
が
い

る
。
今
で
も
主
な
収
入
源
で
あ
る
劇
場

の
背
景
デ
ザ
イ
ン
の
出
身
で
あ
り
、
三

次
元
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
制
作
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
彼
に
と
っ
て
自
然
な

こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
の
展
覧
会
に
お
け
る

「
ロ
ミ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
よ
う
に
、
彼
の

初
期
の
作
品
は
、
額
縁
の
つ
い
た
箱
形

の
作
品
で
、
そ
の
中
の
ス
テ
ー
ジ
で
演

技
を
す
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
あ
り
、
時
に

は
内
部
に
照
明
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、

「
セ
イ
レ
ー
ン
の

歌
」
と
題
さ
れ
た
作
品
の
人
魚
や
、

「右
の
二
番
目
の
扉
」
で
の
マ
ダ
ム
は

完
全
に
抽
象
化
さ
れ
て
お
り
、　
一
体
で

立
っ
て
い
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
同
じ
く
ら

い
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。

◆

「
Ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
」
と
い
う
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
ガ
イ
ド
が
、

「ド
ー
ル
・
ア
ズ

・
ア
ー
ト
」
を
美
術

ｏ
ア
ン
テ
イ
ー
ク
欄
で
論
評
し
た
時

に
、
ポ
ー
レ
ツ
ト
・
ワ
イ
ス
記
者
は
、

冒
頭
で

「オ
ー
、
美
し
い
人
形
た
ち
よ

！
」
な
ど
と
い
う
陳
腐
な
表
現
を
は
ば

か
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
お
き
ま

り
の
、
バ
ー
ビ
ー
人
形
と
の
比
較
を

や

っ
て
し
ま

っ
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ

は
、
多
く
の
作
品
に
胸
を
は
だ
け
た

り
、
豊
か
な
バ
ス
ト
の
人
形
が
あ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
ミ
ズ

・

ワ
イ
ス
は
こ
れ
ら
の
人
形
を

「成
人
指

定
」
と
呼
び
、

「ま
と
も
な
親
は
子
供

を
作
品
か
ら
遠
ざ
け
た
く
な
る
か
も
し

れ
な

い
」
と
語

り
、
作
品
を
、

「ウ
ィ
ッ
ト
が
あ
る
」
が

「椰礎
葬
的
」

と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
種
の
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
が
何
年

も
の
間
、
混
合
素
材
の
芸
術
様
式
と
し

て
発
展
し
て
き
た
の
を
見
続
け
て
き
た

私
た
ち
は
、
批
評
と
し
て
通
り
過
ぎ
て

い
く
も
の
に
、
苦
笑
す
る
こ
と
し
か
で

き
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

た
人
が
、
た
と
え

「
Ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
」
の

記
事
・を
見
て

「ド
ー
ル
・
ア
ズ

。
ア
ー

ト
」
を
見
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
い
け

な
い
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
？

5

次回の「ドール・アズ・アート」は今年の十二

月七日から十二月二十一日までで、カタログつく

りを計画している。CFMギ ャラリーはグリーン
通りの112番地にある。

*注釈

文中、人形作品を意味する言葉として、 ドール、
フィギュア、スカルプチャーという用語が使い分
けられています。本誌では、原文でのジマーの使
い分けを尊重し、 ドールを人形と訳す以外は、原
文のままとしました。

figtre フィギュア人物、肖像 (主に絵画・彫刻で使
われる)

s∞lptre 触ル/たア 彫塑、彫像



喘
刀

゛
ハ

ー

ノ
ー

「
ノ

カ
ノ
ブ
Ｌ

ユ

ー

士口　□Ш

ト
　
レ
良

昨
年
十
二
月
に
二
年
ぶ
り
の
個
展
を
開
催
、
主
宰
す
る
人
形
教
室

「ド
ー
ル
・
ス
ペ
ー
ス
・
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
で
多
く
の
ド
ー
ル
・
ア
ー

テ
イ
ス
ト
を
育
て
て
き
た
吉
田
良

一
氏
。
人
形
に
芸
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
続
け
る
氏
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
文
　
小
川
千
息
子
）

6

―

人
形
を
作
り
始
め
た
頃
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

「高
校
時
代
か
ら
絵
を
描
い
た
り
し
て

い
て
、
何
か
芸
術
的
な
こ
と
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
は
行

っ
た
ん
だ
け
ど
、
学
生
運
動
し
た
り
、

勉
強
が
嫌
い
だ
っ
た
り
で
中
退
し
て
、

写
真
学
校
に
入
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の

先
生
が
芸
術
的
な
志
向
を
持
っ
た
先
生

で
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
や
絵
を
勉
強
し
た

ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
、
ま
あ
、
そ
の

人
と
の
出
会
い
が
自
分
に
深
く
目
を
向

け
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
。

そ
の
頃
、
四
谷
シ
モ
ン
さ
ん
が
出
始

め
た
り
、
ジ
ュ
サ
プ
ロ
ー
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
＊
新
八
犬
伝
な
ど
を
や
っ
て
い
る

頃
で
何
と
な
く
人
形
の
方
に
目
が
向
い

て
い
っ
て
ね
」

―

　
私
も
こ
の
頃
で
す
ね
、
人
形
が

が
気
に
な
り
出
し
た
の
は
。

「う
ん
。
で
、
何
と
な
く
作
り
始
め
て

友
達
と
発
表
を
し
た
り
、
オ
ー
プ
ン
し

た
人
形
の
シ
ョ
ッ
プ
に
作
品
を
持
っ
て

い
っ
て
意
見
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
と
人
形
の
芽
が
出
始
め
た
頃

で
す
ね
。
人
形
を
教
え
る
所
が
な
か
っ

た
の
で
、
教
え
る
こ
と
を
始
め
た
り
し

て
、
特
に
人
形
作
家
に
な
り
た
い
と
い

う
意
志
が
強
烈
に
あ
っ
た
訳
で
は
な
い

ん
だ
け
ど
、
人
形
の
方

へ
導
か
れ
た
と

い
う
か
、
そ
れ
で
今
に
至

っ
て
い
る
わ

け
で
す
け
ど
ね
」

人
形
作
り
は
独
学
で
覚
え
た
の

で
す
ね
。

「あ
の
頃
は
教
わ
る
所
が
な
く
、
ジ
ュ

サ
プ
ロ
ー
さ
ん
の
所
に
電
話
し
た
け
ど

出
な
か
っ
た
り
で
、
そ
ん
な
こ
と
し
て

い
る
う
ち
に
教
え
る
方
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
教
え
な
が
ら
勉
強
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

は
教
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
仲
間
を
増

や
す
と
い
う
こ
と
の
意
味
の
が
強
か
っ

た
。そ

の
頃
の
仲
間
で
＊
ネ
ズ
ナ
イ
カ
と

い
う
グ
ル
ー
プ
展
を
や
っ
た
り
し
ま
し

た
」
―

　
そ
の
頃
の
仲
間
と
い
う
と
？

「浅
見
恵
子
さ
ん
、
滝
康
子
さ
ん
、
菊

地
恵
美
子
さ
ん
な
ど
。
友
人
の
丈
と
よ

つ
ぐ
さ
ん
な
ど
に
も
協
力
し
て
も
ら
つ

た
り
し
て
ま
し
た
」

―

　
そ
の
頃
と
今
と
比
べ
る
と
ど
う

で
す
か
？

「あ
る
面
で
は
自
分
が
心
の
中
で
描
い

た
状
況
に
近
づ
い
て
い
ま
す
よ
ね
。
人

形
を
表
現
手
段
と
し
て
選
ぶ
人
が
増
え

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
僕
が
教
え
て

き
た
人
も
今
は
教
え
る
立
場
に
な
っ
て

い
る
し
、
自
分
の
教
え
た
人
か
ら
、
自

分
を
脅
か
す
人
が
出
て
き
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
　
吉
田
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
は
個

性
的
で
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い

で
す
ね
。
先
生
の
コ
ピ
ー
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
事
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
。

「
コ
ピ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
習
う
と
し
た

ら
、
ま
ず
自
分
の
好
き
な
人
と
か
技
術

的
に
納
得
で
き
る
人
と
か
選
ぶ
よ
ね
。

だ
か
ら
、
ど
こ
か
し
ら
影
響
を
受
け
ざ

る
を
え
な
い
、
と
い
う
の
は
事
実
だ
と

思
う
し
、
技
術
を
習
得
す
る
と
い
う
こ

と
だ
か
ら
最
初
の
う
ち
は
し
よ
う
が
な

い
と
思
う
。

僕
は
習
つ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
人
の

作
品
を
見
て
、
日
に
つ
い
た
い
い
所
は

吸
収
し
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
思
う

け
ど
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
技
術
で
あ
っ

て
自
分
の
世
界
は
ど
う
か
な
、
と
い
っ

た
と
き
に
、
や
っ
ば
り
自
分
の
世
界
を

作
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
か
ら
さ

僕
自
身
が
そ
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
教

え
て
る
か
ら
、
あ
る
面
で
は
つ
っ
放
す

か
ら
ね
．
僕
は
作
る
人
の
個
性
を
尊
重

し
た
い
と
思
う
。
人
形
の
世
界
っ
て
、

結
論
と
か
完
成
っ
て
あ
る
も
ん
じ
ゃ
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●
●
■
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●
●
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■
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―
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な
い
と
思
う
ん
だ
。
そ
れ
は
ず
っ
と
続

く
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
の
そ
の
人

が
作
品
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
最
終
的

に
は
そ
の
人
が
自
分
の
中
で
解
放
さ
れ

て
自
由
に
自
分
の
中
の
も
の
を
出
し
て

い
く
と
い
う
の
が

一
番
理
想
だ
し
、
結

局
そ
れ
し
か
な
い
と
思
う
の
ね
。
人
が

答
出
し
て
く
れ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
か
ら

教
え
る
っ
て
こ
と
は
途
中
の
足
が
か
り

を
作
る
と
か
技
術
的
に
不
足
し
て
い
る

部
分
を
よ
り
早
く
習
得
で
き
る
よ
う
に

補
う
、
そ
う
い
う
仕
事
だ
と
思
う
ん
で

す
け
ど
ね
。
で
も
、
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
教
え
る
っ
て
の
は
、
も
の
す
ご
く

難
し
い
。

今
は
、
教
室
に
は
若
い
人
が
多
い
で

す
よ
。
い
い
指
“導
者
っ
て
い
る
の
は
い

て
く
れ
る
と
い
い
よ
ね
。
で
も
最
終
的

に
は
―
勝
手
に
せ
い
、
と
い
う
世
界
だ

か
ら
ね
。
自
分
の
作
風
を
作
る
ま
で
、

十
年
は
か
か
り
ま
す
よ
」

「そ
う
で
す
ね
。
今
は
ね
。
人
形
を
ひ

と
つ
の
素
材
と
し
て
写
真
と
い
う
目
で

見
た
時
は
ま
た
違
う
」

―

　
人
形
を
作
る
こ
と
と
、
写
真
を

撮
る
こ
と
は
、
両
極
と
し
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
か
？

「自
分
の
人
形
を
撮
る
と
き
と
他
人
の

を
撮
る
と
き
で
は
違
う
か
ら
ね
。
だ
か

ら
可
淡
の
人
形
を
撮
っ
て
い
る
方
が
、

さ
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

人
形
っ
て
の
は
ゼ
ロ
か
ら
生
み
出
す
け

ど
、
写
真
て
の
は
何
か
な
い
と
生
み
出

せ
な
い
で
し
ょ
、
だ
か
ら
そ
こ
に
あ
る

も
の
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
、
そ

の
人
形
の
美
し
い
所
を
ど
う
切
り
取
っ

て
い
く
か
、
ど
う
い
う
空
間
作
り
を
す

る
か
。
・
写
真
の
撮
り
方
に
よ
っ
て
も

の
の
見
え
方
が
全
然
違
い
ま
す
か
ら
ね
」

―

本
当
に
写
真
て
大
事
で
す
ね
。

写
真
の
個
展
な
ど
は
お
考
え
で
す
か
？

「
う
ん
。
や
り
た
い
よ
ね
」

毬
レヽ
一一熙
驚
盤
“椛
避
”一静
料織
彩
゛̈猟
漱
総
Ｓ
漱

「人
形
の
こ
と
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
っ
て

な
い
よ
ね
」

―
―
　
そ
う
で
す
ね

（笑
）
。
吉
田
さ

ん
は
、
表
現
方
法
と
し
て
の
人
形
の
形

態
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ト
ル
ソ
ー
で

も
人
形
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
、
み
た

い
な
。

「彫
刻
の
世
界
で
も
、
本
彫
り
に
彩
色

し
て
い
た
時
代
ち
て
あ
る
で
し
ょ
。
最

近
の
も
の
で
も
そ
う
い
う
の
あ
る
し
。

ま
っ
た
く
人
間
の
形
か
ら
抜
い
ち
ゃ
っ

て
そ
の
ま
ま
リ
ア
ル
に
樹
脂
で
作
っ
て

洋
服
着
せ
ち
ゃ
う
、
ス
ー
パ
ー
リ
ア
リ

ズ
ム
な
ん
て
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

う
い
う
も
の
も
人
形
と
見
る
か
、
彫
刻

と
見
る
か
、
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
う

ん
だ
け
ど
。
人
形
を
作
っ
て
い
る
人
間

の
目
か
ら
見
る
と
、
人
の
形
し
て
い
る

も
の
は
お
よ
そ
人
形
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
ね
。

た
だ

一
時
期
人
形
と
い
う
の
が
彫
刻
家

の
日
か
ら
見
て
稚
拙
な
も
の
が
多
か
っ

た
か
ら
、

『
人
形
的
』
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
悪
い
評
価
だ
っ
た
よ
ね
。
人

形
と
い
う
言
葉
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
婦
女
子
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
は
ず

い
ぶ
ん
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
わ
ゆ
る
、
芸
術
の
世
界
の
中
で
は
ね
。

絵
な
ん
か
で
も
、
人
間
を
描
い
て
あ

る
も
の
に
、
人
形
み
た
い
な
描
き
方
を

し
て
い
る
、
と
か
ね
。
そ
れ
は
、
技
術

の
稚
拙
さ
な
の
か
、
精
袖
”的
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
か
。
・
・
。
僕
は
、
自

分
の
中
で
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
と
人
形
の

間
に
境
界
線
を
持
っ
て
い
な
い
。
た
と

え
ば
、
＊
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
メ
ー
ル
は
、

あ
れ
は
ド
ー
ル
、
と
言
い
ま
す
か
？
」

ｌ
ｌ
ｉ　
た
し
か
に
ア
ー
ト
、
で
す
ね
。

人
形
だ
け
れ
ど
も
。

「
そ
う
で
し
ょ
う
？
僕
は
自
分
の
作
っ

て
い
る
の
は
、
人
形
で
あ
っ
て
、
人
形

で
い
い
と
思
う
。
　

へ
ん
に
へ
り
く
だ

る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
＊
可
淡
と
は

よ
く
、
隣
に
彫
刻
や
ベ
ル
メ
ー
ル
の
よ

う
な
作
品
が
き
て
も
耐
え
ら
れ
る
作
品

を
出
そ
う
、
と
話
し
て
い
ま
し
だ
」

―

　
し
か
し
、
人
形
作
家
自
身
は
発

展
し
づ
ら
い
現
実
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

自
己
満
足
を
感
じ
る
プ
ロ
の
作
品
に
も
、

よ
く
出
会
い
ま
す
。

「人
形
を
作
る
人
は
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
な
り
や
す
い
。
作
る
時
は
熱
く
て

も
、
作
り
終
っ
た
時
は
、
自
分
の
作
品

を
否
定
す
る
く
ら
い
に
突
き
放
し
て
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
可
淡
な
ど
は
、

非
一晴
な
ま
で
に
そ
う
し
て
い
ま
し
た
ね
」

あ
え
て
、
人
形
に
こ
だ
わ
る
わ

け
は
？

「人
の
形
に
す
ご
く
興
味
が
あ
る
ん
だ

よ
ね
。
肖
像
画
に
し
て
も
　
人
間
を
描

い
て
あ
る
絵
は
好
き
で
す
ね
」

―

　
何
か
ひ
と
つ
の
引
力
の
よ
う
な

も
の
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

「そ
う
だ
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
に
惹
か
れ

て
人
形
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
。

写
真
撮
っ
て
も
、
人
間
ば
か
り
撮
っ
て

い
た
し
、
十
代
で
写
真
を
始
め
て
風
景

写
真
を
撮
っ
て
い
た
時
も
、
そ
の
中
の

人
間
を
撮
っ
て
い
た
ん
だ
。
ど
う
し
て

だ
か
、
分
か
ら
な
い
け
ど
、
や
っ
ば
り

人
間
に
興
味
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。
自
分

と
い
つ
人
間
に
興
味
が
あ
る
わ
け
だ
け

ど
」
―

関
節
人
形
が
多
い
訳
は
‥
・

「関
節
人
形
が
多
い
と
い
っ
て
も
、
最

初
の
頃
は
、
布
張
り
の
も
の
も
ず
い
ぶ

ん
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ

に
限
界
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま

た
最
初
に
戻
っ
て
関
節
と
か
オ
ブ
ジ
ェ

と
か
が
、
こ
の
十
年
く
ら
い
の
仕
事
に

な
っ
て
ま
す
」

―
―
　
そ
の
頃
の
作
品
は
？

「抱
き
人
形
は
ひ
と
つ
こ
こ
に
あ
る
け

ど
、
他
は
皆
、
手
か
ら
離
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
人
形
と
い
う
の
が
人
の
形
を

し
て
い
て
、
あ
る
程
度
デ
ッ
サ
ン
を
き

ち
ん
と
す
る
と
、
生
き
人
形
に
行
き
着

い
ち
ゃ
う
‥
。
そ
こ
ま
で
作
る
拮
Ю術
と

か
、
生
き
人
形
が
持
っ
て
い
る
魅
力
も

す
ご
く
あ
る
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
も

の
も
あ
る
し
ね
‥
・

自
分
の
心
の
中

の
も
の
を
よ
り
象
徴
的
に
し
て
い
く
、

余
分
な
も
の
を
捨
て
て
い
く
と
い
う
か

7

―
―
　
吉
田
さ
ん
に
は
写
真
の
お
仕
事

も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
お
仕
事
と
し
て

は
、
ご
自
分
の
作
品
を
撮
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
？



そ
れ
は
造
形
と
し
て
そ
う
し
て
い
く
部

分
と
、
自
分
の
精
神
世
界
を
極
め
て
い

く
部
分
で
の
省
略
っ
て
あ
っ
て
い
い
と

思
う
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
形
に
な
る
か

多
様
で
あ
っ
て
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

と
か
く
技
術
的
な
こ
と
だ
け
に
目
が
い

き
が
ち
じ
ゃ
な
い
、
人
形
っ
て
。
す
ご

く
細
か
く
良
く
で
き
て
い
る
と
か
。
そ

れ
に
魅
せ
ら
れ
る
も
の
っ
て
あ
る
け
れ

ど
、
そ
の
必
然
性
が
な
い
と
ね
。
そ
の

作
家
の
中
に
あ
る
も
の
が
必
然
的
に
そ

の
形
を
と
っ
て
そ
の
作
家
の
世
界
が
で

き
て
い
る
。
極
め
て
い
く
と
、
そ
の
作

っ
て
い
る
人
の
人
翁
同
性
と
か
哲
ｕ字
が
に

じ
み
出
て
き
て
い
る
部
分
に
惹
か
れ
る

じ
ゃ
な
い
。
抽
象
で
あ
ろ
う
と
、
具
象

で
あ
ろ
う
と
、
ス
ー
パ
ー
リ
ア
リ
ズ
ム

で
あ
ろ
う
と
、
何
で
あ
ろ
う
と
ね
。
だ

か
ら
、
あ
い
ま
い
さ
と
い
う
か
、
迷
い

の
あ
る
も
の
‥
・
僕
も
そ
ん
な
も
の
を

作
っ
て
ま
す
け
ど
ね
‥
。

そ
う
い
う

も
の
は
今

一
つ
説
得
力
を
持
た
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
自
分
の
も
の
を

は
っ
き
り
出
し
て
い
く
の
は
難
し
い
事

だ
け
ど
も
ね
」

―
―
　
私
は
企
画
展
を
二
回
や
っ
て
み

て
、
人
形
っ
て
、
見
る
人
の
好
き
嫌
い

で
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
部
分
が
大
き
い

ん
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
が
。

「そ
れ
は
さ
、
見
る
人
が
生
涯
の
恋
人

に
出
会
う
み
た
い
な
部
分
て
強
い
じ
ゃ

な
い
、
だ
か
ら

『
人
形
愛
』
と
い
わ
れ

る
言
葉
が
成
立
す
る
っ
て
い
う
か
―
・

単
純
に
顔
の
好
き
嫌
い
が
あ
っ
て
、
こ

れ
は
好
き
な
人
形
だ
、
と
か
さ
。
そ
れ

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
性場
形
と
か
線

と
か
フ
オ
ル
ム
の
部
分
の
こ
と
な
ん
だ

よ
ね
。

た
だ
、
好
き
嫌
い
も
、
大
事
な
こ
と

で
、
な
ぜ
な
ら
、
好
き
嫌
い
の
中
に
見

る
側
の
感
覚
が
集
約
さ
れ
る
わ
け
な
ん

だ
け
ど
、
で
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
こ
と
で
考
え
た
場
合
、
そ
の
作

ら
れ
た
も
の
は
何
か
を
発
し
て
い
る
わ

け
だ
よ
ね
。
そ
れ
を
い
や
お
う
な
し
に

嫌
い
だ
と
か
い
っ
て
、
ば

っ
と
そ
こ
で

断
ち
切

っ
ち
ゃ
う
と
い
う
の
も
良
く
な

い
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
作

っ
て
い
る
人

が
強
引
に
押
し
つ
け
て
い
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら
さ
、　
一
応
人
に
見
せ
て

そ
の
中
で
そ
の
作
品
は
ど
う
い
う
こ
と

を
語

っ
て
い
る
か
‥
・
。

逆
に
見
る
側
に
そ
う
い
う
ア
ン
テ
ナ
が

な
い
と
見
え
な
い
部
分
も
あ
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
？
僕
な
ん
か
い
ろ
ん
な
も
の
を

見
ま
し
た
よ
、
人
形
に
限
ら
ず
。
陶
芸

や
古
い
木
工
品
な
ど
も
見
て
歩
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
よ
。
だ
か
ら
、　
一
時
期

耽
美
的
な
も
の
を
作

っ
て
い
て
、
そ
の

時
期
、
粗
野
な
素
朴
な
も
の
が
好
き
だ
っ
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た
の
で
人
に
そ
う
い
う
と
、
驚
か
れ
た

り
し
た
し
ね
。
絵
で
も
、
細
密
画
も
あ

れ
ば
、
抽
象
画
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
、
多

様
な
わ
け
だ
か
ら
、
自
分
の
中
で
バ
リ

ケ
ー
ド
張

っ
て
見
て
い
る
と
見
て
い
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
。
そ
う
い
う
の

を
な
く
し
て
す

っ
裸
の
状
態
で
接
し
た

方
が
、
見
る
見
方
と
し
て
は
ね
‥
。
」

―
―
　
正
し
い
見
方
で
す
よ
ね
。

「
う
ん
。
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
も
残
る
だ
ろ

う
け
ど
ね
、
意
外
と
そ
の
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
の
部
分
に
作

っ
て
い
る
人
の
も
の
が

あ
っ
た
り
も
す
る
か
ら
」

―

　

　

　

・

一，
　

一　

　

・

―

人
形

っ
て
昔
は
固
定
観
念
と
し

て
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
っ
て
、
あ
り

ま
し
た
で
し
ょ
、
可
愛
く
て
、
人
の
邪

魔
に
な
ら
ず
に
慈
し
み
愛
さ
れ
る
よ
う

な
―
・
現
代
の
創
作
も
の
と
い
う
も
の

は
、
そ
う
い
う
も
の
を
突
き
崩
し
て
い

く
冒
険
的
な
も
の
が
‥
・

「
そ
れ
は
今
に
限
ら
な
い
と
思
う
ん
だ

よ
、
戦
後
日
展
系
の
方
と
か
が
、
人
形

の
形
を
崩
し
て
モ
ダ
ン
な
も
の
な
ど
や

ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
そ
れ

が
あ
ま
り
に
も
抽
象
化
さ
れ
ち
ゃ
っ
て

訳
分
か
ら
な
く
な

っ
ち
ゃ
っ
て
つ
ま
ら

な
く
な
っ
た
な
ん
て
の
も
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
け
ど
さ

・
・
・
あ
る
面
で
、

人
形
と
い
う
の
は
、
人
の
形
を
し
て
い

て
分
か
り
や
す
い
か
ら
魅
力
が
あ
る
と

い
う
の
は
事
実
だ
と
思
う
。
ま
し
て
そ

こ
に
立
体
と
し
て
存
在
し
て
い
て
生
命

感
が
あ
っ
て
生
き
て
い
る
よ
う
な
そ
こ

に
命
を
感
じ
る
部
分

・
・
・
僕
も
始
め

た
頃
は
そ
う
い
う
所
に
す
ご
く
惹
か
れ

た
し
。
い
や
お
う
な
し
に
人
形
の
魅
力

だ
と
思
う
よ
ね
。
あ
ま
り
そ
れ
が
解
体

さ
れ
て
、
抽
象
化
さ
れ
て
何
だ
か
分
か

ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
と
魅
力
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
。

結
局
人
形
と
し
て
僕
が
こ
だ
わ
り
を

持

っ
て
や
っ
て
い
る
の
は
そ
の
へ
ん
の

こ
と
で
、
単
に
芸
術
的
な
表
現
と
し
て

の
欲
求
だ
け
で
あ
っ
た
な
ら
そ
う
じ
や

な
い
か
も
し
れ
な
い
ね
、
十一不
側
の
た
め

の
芸
術
に
な
っ
て
い
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
論
理
的
な
展
開
に
な
っ
て
、
形
も

ど
ん
ど
ん
崩
れ
て
い
っ
て
、
そ
う
い
う

な
か
で
、
満
足
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」
―

　
吉
田
さ
ん
の
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ

が
人
形
の
何
と
も
言
え
な
い
と
こ
な
ん

だ
な
、
っ
て
私
も
思
い
ま
す
。

「人
形
は
、
す
ご
く
素
朴
な
所
か
ら
始

ま
っ
て
、
最
初
は
呪
術
的
な
こ
と
、
望

み
で
あ
っ
た
り

ｏ
・
獲
物
が
欲
し
い
か

一　
亀

・Ｌ



ら
獣
の
絵
を
描
い
た
り
子
供
の
健
康
を

願
っ
て
人
の
形
を
作
っ
た
り
さ
・
・

表
現

っ
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
？
子
供
が
泣

く
の
も
表
現
だ
し
さ
、
み
ん
な
表
現
は

し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
人
形
で
あ
っ

て
も
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
」

―
―
・　
も
し
人
形
を
や
っ
て
い
な
か
っ

た
と
し
た
ら
？

「何
か
他
の
表
現
を
や
っ
て
い
る
と
思

う
な
。
自
分
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を

形
に
し
な
け
れ
ば
気
の
す
ま
な
い
人
間

な
ん
だ
と
思
う
」

―

　
将
来
的
に
や
っ
て
み
よ
う
と
思

う
こ
と
は
？

「
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
ら
さ
―
・

そ
う
い
う
も
の
が
整
理
さ
れ
て
自
然
に

必
要
な
も
の
だ
け
が
残

っ
て
純
化
さ
れ

て
い
く
と
い
う
か
な

ｏ
・
自
分
の
中
に

な
い
も
の
は
作
れ
な
い
か
ら
ね
」

―

　
こ
の
間
お
会
い
し
た
時
に
、
人

形
の
可
能
性
は
無
限
だ
、
と
お
聞
き
じ

て
い
ま
す
が
。

「あ
あ
。
そ
れ
は
自
分
が
無
限
だ
と
思

え
ば
無
限
な
ん
だ
か
ら
。
い
ろ
ん
な
人

形
が
も
っ
と
あ
っ
て
い
い
と
思
う
」

―

　
す
る
と
、
他
の
方
に
む
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

「そ
れ
、
自
分
が
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な

い
ん
だ
と
思
う
。
自
分
が
作
家
な
ん
だ

か
ら
、
自
分
で
や
っ
て
見
せ
て
い
か
な

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
と
思
う
。
た
だ

自
分
に
変
に
枠
を
作
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

と
思
う
し
、
作
り
た
く
も
な
い
し
」

―

新
し
い
素
材
を
使
う
よ
う
な
お

考
え
は
？

「そ
れ
は
あ
り
ま
す
よ
、
い
ろ
い
ろ
」

ｌ
ｌ
・　
た
と
え
ば
？

「ガ
ラ
ス
と
か
金
属
の
今
ま
で
と
は
違

う
使
い
方
と
か
、
木
も
や
り
た
い
し

・

・
」
―
―
　
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
が
ま

た
奥
が
深
い
か
ら
‥
・

「所
詮
人
間
の
す
る
こ
と
だ
か
ら
ね
。

感
動
と
い
う
の
は
、
自
然
の
中
に
あ
る

と
思
う
の
。
神
の
作
っ
た
も
の
と
い
う

か
。
そ
れ
を
人
間
と
い
う
の
は
写
し
取

っ
た
り
、
真
似
た
り
‥
・
人
間
だ
っ
て

自
然
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
、

そ
の
人
間
を
ま
た
人
間
が
真
似
て
作
る

と
い
う
の
は
、
そ
の
自
然
で
あ
る
人
ａ間

を
見
て
感
動
し
て
い
れ
ば
良
い
ん
だ
け

ど
、
そ
れ
を
ま
た
人
形
に
置
き
換
え
て

喜
ん
で
い
る
と
い
う

‥
・

す
べ
て
芸

術
と
は
そ
ん
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
」

―
―

確
か
に
、
自
然
に
存
在
す
る
も

の
が

一
番
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を

越
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
気
に
も

な
り
ま
す
ね
。

「だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
が
自
分
と

い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
に
映

っ
て
出
て
来
た

も
の
を
形
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
大

事
な
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を
置
き
去
り
に

す
る
の
は
空
し
い
か
な
、
と
い
う
感
じ

が
す
る
ね
」

―

　
ス
ー
パ
ー
リ
ア
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
や
り
方
は
？

「
そ
れ
は
も
う
、
作
る
側
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
よ

っ
て
価
値

っ
て
本
当
に
変
わ

っ

て
く
る
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
価
値
が
あ
る
け

れ
ど
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
で
作
ら

れ
て
い
る
か
ら
つ
ま
ん
な
い
と
か
さ
、

そ
の
へ
ん
は
、
一螺
雑
だ
よ
」

―

　
今
、
他
に
凝
っ
て
い
る
こ
と
と

か
あ
り
ま
す
か
？

「
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
の
め
り
込

ん
で
い
ま
す
」

―

　
あ
の
、
遠
く
ま
で
餌
を
飛
ば
す

「そ
う
、
釣
り
に
い
っ
て
、
環
境
の
問

題
な
ん
か
も
良
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
だ
け
ど
、
自
然
に
親
し
ん
で
、
作

る
も
の
に
影
響
が
出
た
と
思
う
。
人
間

の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
を

感
じ
る
し
、
人
間
も
宇
宙
の
一
部
で
あ

る
と
感
じ
た
り

・
・
・
『
星
体
遊
戯
』

は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
時
に
で

き
た
ん
で
す
。
で
も
そ
う
い
う
も
の
ま

で
感
じ
さ
せ
よ
う
と
か
、
表
現
し
よ
う

な
ん
て
、
そ
も
そ
も
思
い
上
が
り
か
も

し
れ
な
い
し

。
・
・
。
表
現
な
ん
て
、

そ
ん
な
大
げ
さ
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
も

し
れ
な
い
、
単
な
る
遊
び
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
・
。
」

―
―
　
で
も
、
そ
れ
も
真
実
、
あ
れ
も

真
実
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

「考
え
て
い
く
と
矛
盾
だ
ら
け
だ
よ
ね

自
分
の
中
で
矛
盾
が
す
ご
く
あ
る
よ
ね

だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
。
本
当

に
そ
う
や
っ
て
い
く
と
、
ひ
と
つ
の
真

理
を
求
め
て
い
く
宗
教
み
た
い
な
感
じ

に
‥
・
」

―
―
　
最
終
的
に
宗
教
に
い
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
？

（笑
）

「そ
れ
で
何
か
を
信
じ
る
っ
て
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
、
迷
っ
て
ば
か
り
い
る

ん
だ
ろ
う
ね
」

―

　
士募
皿
ス
と
い
う
の
は
、
自
分
が

神
で
あ
る
と
い
う
部
分
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
。

「神
の
真
似
を
す
る
猿
で
す
よ
」

（
一
月
十
三
日
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
に
て
）

＊
注
釈「新
八
大
伝
」

一
九
七
三
年
か
ら
七
五
年
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た

人
気
人
形
劇
。
こ
の
番
組
の
た
め
に
辻
村
ジ
ュ
サ
プ
ロ
ー
氏
が
制

作
し
た
三
百
体
の
人
形
が
話
題
を
集
め
、
氏
の
出
世
作
と
な
っ
た
。

「ネ
ズ
ナ
イ
カ
」

一
九
八
〇
年
か
ら
八
十
四
年
ま
で
、
活
動
し
た
吉
田
氏
の
門
下
生

の
有
志
の
グ
ル
ー
プ
。

「
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
メ
ー
ル
」
　

一
九
〇
二
～

一
九
七
五

ド
イ
ツ
の
画
家
、
造
形
作
家
。　
一
九
二
三
年
か
ら
関
節
の
は
ず
れ

た
少
女
の
人
形
を
作
り
出
す
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
に
参
加
。

巧
み
な
描
写
に
よ
っ
て
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
解
剖
学
的
イ
メ
ー
ジ
を

展
開
し
た
素
描
や
版
画
が
多
い
。

（新
潮
世
界
美
術
事
典
よ
り
）

「天
野
可
淡
」
　

一
九
五
三
～

一
九
九
〇

。
一
一
・
一

人
形
作
家
。
一冬
週
事
故
で
永
眠
。

9

【吉田良一 略歴】
一九五二年生まれ

法政大学中退後、写真学校入学。

この頃、人形に興味を持ち、制作を始める。

仏蘭西館、竹取物語で講師を務めた後、

一九八三年ドールスペース・ビグマリオンを主宰。

現在に至る。

自作写真集「星体遊戯」 LMmMIC∞ LL―解体人形」
写真作品集 (天野可淡作品集)「nT� DOLL― fantasm― 」「駄TAN DOLL」

「KATAN DOLL ― RESTROSPECTIVE」

(いずれもトレヴィル出版)

“
一繊
♯
滋
一勁
一齢
癬
い“
織
瞥
漱
城
一蒸
籍
一

轟麒
慾
檬̈
け縣
騒̈
総
鸞
難
聯̈
惚
熱̈
尊聴
懇
¨̈驚
¨
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(1飼曽 4巨 1)

福島弘太郎

一
月
十
七
日
未
明
に
起
き
た
阪
神

大
震
災

の
被
害
は
今
日

（
二
十

一

日
）
に
な

っ
て
も
依
然
拡
大
し
て
お

り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
連
日
そ
の

惨
状
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま

っ

た
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
態
に

対
岸
の
火
事
で
は
な
い
と
い
う
恐
ろ

し
さ
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
た

ち
の
心
痛
は
い
か
ば
か
り
か
と
案
じ

ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
テ
レ
ビ
で
こ
の
戦
場
の

よ
う
な
光
景
を
見
て
い
て
ふ
と
思
い

出
さ
れ
た
写
真
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
は
報
道
写
真
家
デ
ビ
ッ
ド

・
シ
ー

モ
ア

（
一
九

一
一
～

一
九
五
六
）
の

「
小
さ
な
い
の
ち

　

〓
ヨ
ロ

０
需
∽
」
と
題
し
た
写
真
集
に
載

っ
て

い
た
第
二
次
大
戦
直
後
ナ
ポ
リ
で
写

し
た
子
供
た
ち
の
写
真
で
す
。

お
そ
ら
く
戦
災
で
親
と
も
離
れ
行

く
あ
て
も
な
く
施
設

に
い
る
の
で

し
ょ
う
、
手
足
が
な
く
首
さ
え
無
惨

に
欠
け
た
人
形
を
わ
が
子
の
よ
う
に

大
事
そ
う
に
抱
え
て
い
る
子
ど
も
の

一
瞬
の
表
情
を
捉
え
て
い
ま
す
。
何

よ
り
目
を
引
く
の
は
そ
の
子
の
視
線

で
、
あ
き
ら
か
に
そ
の
目
は
今
あ
る

現
実

の
世
界
に
は
向

い
て
い
ま
せ

ん
。
頬
に
触
れ
た
人
形
を
通
し
て
、

そ
の
子
は
今
、
懐
か
し
い
我
が
家
を

見
、
家
族
と
共
に
平
和
で
幸
せ
な
時

を
過
ご
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

人
形

の
体
裁

こ
そ
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
着
の
身
着
の
ま
ま
放
り

出
さ
れ
た
そ
の
子
に
と

っ
て
、
ほ
か

の
何
物
に
も
代
え
が
た
い
慰
め
で
あ

り
、
肉
親
や
過
去
の
思
い
出
と

つ
な

が
る
唯

一
の

「
窓
」
で
も
あ
る
の
で

す
。
逃
選
的
な
行
為
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
よ
う
な
現
実
と
空
想
を

切

り
替

え

る

ス
イ

ツ
チ

と
な

る

「
窓
」
を
持

っ
て
い
た
事
が
、
彼
女

が
生

き
る
い
か
に
大
き
な
支
え
に

な

っ
て
い
た
か
察
せ
ら
れ
ま
す
。

同
じ
写
真
集
で
こ
こ
に
は
掲
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
人
形
を

抱
く
孤
児
の
写
真
が
あ
り
、
こ
ち
ら

の
少
女
は
も
っ
と
現
実
的
な
強
い
目

を
し
て
お
り
、
人
形
の
持

つ
別
の

一

面
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
人
形
は
鏡
で
あ
る
」
と
は
よ
く
耳

に
す
る
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
作
る
に

せ
よ
鑑
賞
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
人
の

そ
の
時
々
の
心
情
や
状
態
が
率
直
に

映
し
出
さ
れ
る
と
い
う
意
味
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
写
真
に
触
れ
た
と

き
に
は
ま
た
少
し
違

っ
た
意
味
で
こ

の
人
形
を
鏡
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
子
と
人
形
は
髪
の
色
も
着
て
い
る

服
も
特
に
似
通

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

何
故
か
同
じ
よ
う
な
存
在
に
感
じ
ら

れ
た
の
で
す
。
ま
る
で
母
親
の
よ
う

な
顔
を
し
て
人
形
を
抱
く
こ
の
子
も

ま
た
運
命
に
抗
し
得
な
い
無
力
な
存

在
で
あ
り
、
人
形
を
保
護
し
つ
つ
も

一
方
で
人
形
に
縫

っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。
互
い
に
護
り
護
ら
れ

る
と
い
う
こ
の
相
互
依
存

の
関
係

は
、
ま
さ
し
く
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に

そ
の
子
と
人
形
の
存
在
を
分
か
ち
難

く
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
寄
る
辺
の
無
い
人
間

に
と

っ
て
人
形
は
、
時
に
は
自
己
を

投
影
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
を
護
る

鏡
と
な
り
、
時
に
は
現
実
を
離
れ
て

空
想
の
世
界
に
入
る
た
め
の
窓
と
も

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
い
つ
も
そ

ば
に
い
る
伴
侶
と
も
な
る
人
形
で
す

が
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る

の
は
他
な
ら
ぬ
私
達
だ
と
い
う
点
に

は
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。
い
か
に

秀
で
た
作
品
で
あ
ろ
う
と
、
人
間
と

の
関

係

な

く

し

て
は

、
人

形

は

「
物
」
と
し
て
の
ヒ
ト
ガ
タ
の
域
を

で
ま
せ
ん
。
私
達

の
イ

マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
介
在
が
あ

っ
て
こ
そ
、
ヒ

ト
ガ
タ
は
初
め
て
生
命
を
吹
き
込
ま

れ
人
形
と
な
る
の
で
す
。

前
号
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
災
害

に
よ

っ
て
人
間
と
同
じ
く
人
形
た
ち

も
ま
た
過
酷
な
運
命
を
辿
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
震
災
で
も

無
力
な
人
間
の
小
さ
さ
を
あ
ら
た
め

て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

人
形
た
ち
と

一
緒
に
人
々
の
心
の
ゆ

と
り
や
豊
か
さ
も
崩
れ
落
ち
た
瓦
礫

の
下
に
埋
も
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
な
ん
と
も
や
る
せ
な
い
思
い
が

し
ま
す
。

被
災
地
が

一
日
も
早
く
復
興
し
、

ま
た
以
前
の
よ
う
に
人
形
た
ち
が
人

間
の
そ
ば
で
暮
ら
せ
る
日
が
や

っ
て

く
る
よ
う
に
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

【
福
島
弘
太
郎

・
人
形
作
家
】
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本

田

明

子

人

形

展

パ
ー
プ
ル
・
グ
レ
イ
の
夜
が
明
け
る
・‥

九
四
年
十

一
月
二
日
～
十
日

せ

ｏ
ら
～
る

（新
宿
）

今
回
が
六
度
目
の
個
展
。
全
体
的
に
、
あ
る
か
な

い
か
ほ
ど
に
色
を
施
し
た
繊
細
な
色
感
で
、
四
十
セ

ン
チ
大
の
、
レ
ー
ス
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
布
張
り
の

ポ
ー
ズ
人
形
が
展
示
の
中
心
で
あ
る
。

吉
田
良

一
氏
の
写
真
集
を
見
て
、
子
供
が
手
を
離

れ
る
の
を
待
つ
て
、
氏
の
門
下
に
入
っ
た
。
以
来
十

四
年
、
現
在
は
独
立
し
て
自
分
の
ベ
ー
ス
を
守
り
な

が
ら
、
制
作
を
続
け
る
。
し
ば
ら
く
前
ま
で
は
、
日

本
的
な
人
形
を
作
つ
て
い
た
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
は

イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
今
回
の

テ
ー
マ
で
あ
る

「バ
ー
プ
ル
・
グ
レ
イ
」
は
、
徹
夜

明
け
し
た
と
き
の
、
音
の
な
い
世
界
を
想
定
し
て
い

る
。
作
品
か
ら
も
感
じ
ら
れ
た
、　
一
種
の
硬
質
な
感

触
は
、
ご
本
人
か
ら
聞
い
た
、
作
品
を
買
っ
た
人
が

彼
女
の
作
品
を
評
し
て
、
周
り
の
ム
ー
ド
に
同
調
し

な
い

「や
ん
ち
ゃ
な
」
人
形
だ
と
い
っ
た
話
に
も
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

作
品
は
、
個
展
で
し
か
発
表
し
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
、
山
の
中
で
自
然
に
浸
る

と
い
う
。
出
品
さ
れ
た
作
品
が
共
通
し
て
持
つ
静
か

な
視
線
は
、
本
田
さ
ん
の
視
線
そ
の
ま
ま
な
の
だ
ろ

う
。

恒
林
（
り
渕
刻
．　
　
山
本
七
生
人
形
展

九
四
年
十

一
月
十
三
日
～
二
十
日

せ

・
ら
～
る

（新
宿
）

タ
イ
ト
ル
に
は
、
自
分
の
幼
少
時
を
表
現
し

た
か
つ
た
と
い
う
作
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
展
示
さ
れ
た
球
体
関
節
の
数
体
の
抱
き

人
形
は
、
ど
れ
も
垢
抜
け
な
い
な
つ
か
し
い
日

本
の
子
供
の
表
情
を
、
胡
粉
の
梨
地
仕
上
げ
で

リ
ア
ル
に
再
現
し
て
い
る
。
要
く
ん
と
い
う
坊

主
頭
の
赤
ん
坊
の
男
の
子
の
人
形
の
、
頬
の
あ

か
ぎ
れ
具
合
に
、
思
わ
ず
し
ん
と
し
た
空
気
の

冷
た
さ
が
蘇
る
。

吉
田
良

一
氏
に
師
事
し
て
七
年
に
な
る
山
本

七
生
さ
ん
は
、
今
回
の
三
度
目
の
個
展
で
、
自

分
の
作
風
さ
が
し
を
試
み
た
。　
一
回
目
は
、
何

で
も
作
っ
て
み
た
く
て
統

一
性
が
な
か
っ
た
と

い
う
。
い
ま
だ
に
時
々
迷
つ
て
し
ま
う
と
い
う

が
、
今
回
の
個
展
で
は
か
な
り
方
向
性
が
は
っ

き
り
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
見
受
け
ら
れ
る

ほ
ど
、
強
い
個
性
を
感
じ
る
内
容
だ
っ
た
。
次

回
は
ゆ
と
り
を
持
ち
て
、
納
撃得
の
い
く
も
の
を

出
し
た
い
、
と
の
こ
と
で
、
こ
の
作
風
の
展
開

が
ど
う
な
る
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。

に
は
に
は
ら
ん
■
の
　
ひ
と
あ
し
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
　
ー
　
大
槻
和
子
人
形
展

九
四
年
十

一
月
十
四
日
～
十

一
月
二
十
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
近
江

（銀
座
）

一
年
半
に
一
度
は
必
ず
、
作
品
展
を
す
る
こ

と
に
決
め
て
い
る
、
と
い
う
大
槻
さ
ん
の
三
度

目
の
個
展
。
人
形
作
り
は
、
八
年
前
よ
り
二
年

間
、
吉
田
良

一
氏
に
師
事
し
た
。

展
示
さ
れ
た
十
六
体
の
人
形
は
、
四
十
セ
ン

チ
台
か
ら
大
き
い
も
の
で
は
一
メ
ー
ト
ル
を
越

え
、
す
べ
て
新
作
。
顔
を
作
る
の
が
好
き
と
い

う
こ
と
で
、
ま
ず
、
顔
ば
か
り
を
作
つ
て
し
ま

い
、
そ
れ
か
ら
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
う
て
い

く
そ
う
だ
。
大
槻
さ
ん
の
人
形
は
、
す
べ
て
関

節
人
形
で
あ
る
。
愛
ら
し
い
子
供
や
、
成
熟
し

た
女
性
な
ど
が
今
回
の
中
心
。
見
て
く
れ
た
人

が
、
ほ
っ
と
す
る
も
の
を
が
で
き
れ
ば
、
と
考

え
て
い
る
。
　
作
風
は
ま
っ
た
く
違
う
が
、
天

野
可
淡
の
作
品
の
フ
ァ
ン
だ
つ
た
こ
と
か
ら
、

彼
女
の
突
然
の
事
故
死
に
は
強
く
シ
ョ
ツ
ク
を

受
け
た
。
往
年
の
彼
女
の
制
作
に
対
す
る
パ

ワ
ー
を
考
え
た
時
の
無
念
さ
、
喪
失
感
か
ら
、

自
分
は
、
ず
っ
と
人
形
を
作
り
続
け
、
作
品
を

発
表
し
続
け
な
け
れ
ば
、
と
考
え
た
そ
う
だ
。

大
槻
さ
ん
の
優
し
げ
な
表
情
の
人
形
に
、
強
い

意
志
を
感
じ
た
。

長

谷

川

裕

子

　

人

形

展

九
四
年
十

一
月
二
十
日
～
二
六
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ガ
タ

（銀
座
）

油
絵
の
勉
強
を
し
て
い
た
十
二
年
前
に
四
ツ

谷
シ
モ
ン
の
人
形
に
魅
せ
ら
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
人
形
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
こ

こ
数
年
、
年
に
二
十
体
の
ベ
ー
ス
で
制
作
し
て

お
り
、
今
回
四
回
目
の
個
展
を
開
催
し
た
。

素
材
は
桐
塑
、
石
塑
、
胡
粉
を
用
い
、
人
形

は
、
す
べ
て
球
体
関
節
で
服
を
着
替
え
さ
せ
ら

れ
る
。

「子
供
の
あ
ど
け
な
い
表
情
を
大
切
に
、
そ
れ

を
生
か
す
質
感
を
追
求
し
た
い
」
と
、
長
谷
川

さ
ん
は
語
る
。

グ
ラ
ン
パ
バ
青
山
本
店
の
お
人
形
フ
ェ
ア
ー

に
、
二
月
二
日
ま
で
十
体
ほ
ど
の
人
形
が
並

ぶ
。長
谷
川
さ
ん
の
人
形
の
服
に
は
、
本
人
の
人

柄
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
で
、
か
つ

暖
か
い
も
の
を
感
じ
る
が
、
ご
本
人
は
、
元
か

ら
洋
服
作
り
を
し
て
い
た
訳
で
な
く
、
自
分
の

人
形
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
た
め
に
技
術
を

身
に
つ
け
る
必
要
を
感
じ
、
人
形
制
作
を
始
め

て
か
ら
編
み
物
や
洋
裁
を
習
っ
た
そ
う
だ
。
今

は
、
あ
る
人
か
ら
の
依
頼
で
、
山
本
福
松
の
市

松
人
形
の
服
や
帽
子
を
作
っ
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。

安

岡

郁

夫

展
天
寿
国

（て
ん
じ
ゅ
こ
く
）

九
四
年
十

一
月
二
二
日
～
三
十
日

せ

・
ら
～
る

（新
宿
）

意
表
を
つ
か
れ
た
の
が
、
中
央
奥
の
祭
壇
に
浮
ら

れ
た
吉
祥
天
女
像
だ
っ
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る

展
示
で
米
、
粟
な
ど
の
五
殻
や
散
華
を
実
際
に
供
え

る
凝
り
よ
う
に
も
驚
い
た
が
、　
一
メ
ー
ト
ル
は
あ
る

天
女
の
普
”後
に
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
と

い
う
、
濃
い
ビ
ン
ク
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
象
徴
す
る
作

品
全
体
の
ト
ー
ン
の
鮮
や
か
な
色
彩
感
に
も
、
目
を

奪
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
の
細
か
さ
、
丁
寧

さ
。
Ｄ
Ｍ
に
も
使
わ
れ
た
上
半
身
女
体
、
下
半
身
は

孔
雀
と
い
う
想
像
上
の
生
き
物

「迦
陵
頻
伽
」
に

は
、
そ
の
羽
の
た
め
に
、
古
代
染
め
の
復
元
を
専
門

に
す
る
店
で
買
っ
た
ふ
く
さ
を
ほ
ど
き
、
千
枚
ほ
ど

の
小
片
に
し
て
か
ら

一
枚
ず
つ
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て

い
つ
た
と
い
う
。
他
に
も
、
使
わ
れ
て
い
る
生
地
や

素
材
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
思
い
入
れ
が
あ
り
、

凝
っ
た
手
間
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

古
事
記
や
万
葉
集
、
日
本
神
話
な
ど
に
深
く
興
味

を
持
ち
、
そ
の
世
界
を
立
不̈
化
し
た
い
が
た
め
に
、

人
形
と
い
う
表
現
方
法
を
選
ん
だ
と
い
う
作
者
の
安

岡
郁
夫
さ
ん
は
、
独
学
で
人
形
作
り
を
修
得
し
た
。

人
形
は
、
本
の
本
体
に
細
か
な
部
分
は
石
塑
な
ど
で

肉
付
け
さ
れ
、
布
が
張
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
安
岡

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
制
作
し
て
い
て
本
当
に
楽
し
い

の
は
、
付
属
品
の
類
だ
と
い
う
。
正
倉
院
の
工
芸
品

や
染
色
が
大
好
き
で
、
そ
れ
ら
の
も
の
を
ト
ー
タ
ル

で
再
現
す
る
に
は
、
人
形
が
都
合
が
良
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
だ
そ
う
だ
。

今
回
は
、
史
実
を
忠
実
に
再
現
す
る
の
で
は
な

く
、
仏
教
文
化
を
テ
ー
マ
に
想
像
の
世
界
で
遊
ん
で

み
た
そ
う
だ
。
来
年
は
制
作
十
年
目
に
当
た
り
、
何

か
ま
た
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
安
ｃ岡
さ

ん
は
考
え
て
い
る
。
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【人
形
展
の
感
想
文
募
集
】

原
稿
用
紙
１
枚
程
度
。
採
用
さ
れ
た
方
に

は
、
リ
ー
セ
・
カ
ー
ド
セ
ッ
ト
を
進
呈
。

編
集
の
都
合
上
、
原
稿
を
修
正
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
最
終
頁
参
照

生

き

人

形

展掘
　
佳
子
展

九
四
年
十
二
月
二
日
～
十
日

せ

ｏ
ら
～
る

（新
宿
）

岡
山
を
中
心
に
活
躍
し
、
世
界
へ
の
飛
躍
を

試
み
る
掘
佳
子
さ
ん
の
、
東
京
で
の
初
個
展
。

吉
田
良

一
氏
の

「星
体
遊
戯
」
に
触
発
さ
れ

て
人
形
作
り
を
始
め
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

球
体
関
節
の
作
品
に
は
、
堀
さ
ん
の
氏
の
作
品

に
迫
ら
ん
と
す
る
熱
き
思
い
を
感
じ
る
。

展
示
を
す
る
度
に

「生
き
て
い
る
み
た
い
」

と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
回
の
タ
イ
ト
ル

と
な
っ
た
。
今
回
展
示
さ
れ
た

一
メ
ー
ト
ル
大

の
生
き
人
形
は
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「黒
夢
」
の

プ
ロ
モ
ー
ト
に
も
起
用
さ
れ
た
。
作
品
は
、
関

節
人
形
で
は
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小

さ
な
人
形
か
ら
ほ
ぼ
等
身
大
の
意
欲
作
ま
で
あ

り
、
座
敷
童
子
を
テ
ー
マ
に
し
た
幼
げ
な
表
情

の
一
連
の
作
品
も
あ
っ
た
。
全
体
的
に
は
、
い

わ
ゆ
る

「
こ
わ
い
」
印
象
が
前
面
に
出
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
、
奥
の
方
か
ら
感
じ
る
素
直

で
甘
美
で

「女
の
子
」
な
感
じ
が
、
彼
女
の
持

ち
味
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

吉
田
氏
に
師
事
し
た
他
、
あ
る
彫
刻
家
に
も

頼
み
込
ん
で
直
接
指
導
を
受
け
た
ほ
ど
の
熱
心

な
勉
強
家
で
あ
る
。
個
展
の
最
中
に
も
、
新
作

の
イ
メ
ー
ジ
が
決
ま
り
、
早
く
家
に
帰
っ
て
人

形
を
作
り
た
い
、
と
語
っ
て
い
た
。

土

と

炎

か

ら

生

ま

れ

た

三
輪
輝
子
創
作
ビ
ス
ク
ド
ー
ル
展

九
四
年
十
二
月
七
日
～
十
三
日

松
屋
銀
座
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
の
入
口
に
、
男
女
二
体
の
日
本
人
形
。

そ
の
う
ち
の
一
体
は
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
三
号
で
紹
介
し

た

「天
草
四
郎
」
。
会
場
内
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
思
春
期
の
少
年
、
少
女
ま
で
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
西
洋
風
の
ビ
ス
ク
ド
ー
ル
た
ち
が
顔
を

並
べ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
は
、
素
材
特
有
の
冷
た

さ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
ま
る
で
人
間
の
体
温
を
帯

び
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
日
は
輝
い
て
い
る
。

世
界
中
の
作
家
が
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ビ
ス

ク
ド
ー
ル
に
憧
れ
、
材
“科
と
な
る
粘
ｒ土
も
よ
く

分
か
ら
ず
に
制
作
を
始
め
た
の
が
、
約
二
十
年

前
。
十
六
年
前
に
、
同
じ
よ
う
に
手
探
り
の
状

態
か
ら
出
発
し
た
三
輪
さ
ん
は
、
創
作
ビ
ス
ク

ド
ー
ル
で
は
、
国
内
で
は
草
分
け
的
存
在
で
あ

り
、
日
本
の
女
性
が
西
洋
に
対
し
て
抱
く
夢
や

憧
れ
を
人
形
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
で
は
、
最

高
の
表
現
者
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
個
展
で
も

パ
リ
で
手
に
入
れ
た
と
い
う
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・

レ
ー
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

一
メ
ー
ト
ル

大
の
少
し
大
人
び
た
少
女
の
人
形
が
、
人
気
を

集
め
て
い
た
。

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
か
ら
靴
に
至
る
ま
で
、
す
べ

て
自
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
三
輪
さ
ん
は
、
個
展
で

は
毎
回
す
べ
て
新
作
を
そ
ろ
え
る
。

今
回
は
、
三
輪
さ
ん
特
有
の
愛
ら
し
さ
、
美

し
さ
を
追
求
す
る
従
来
の
西
洋
的
な
作
風
に
加

え
、
ビ
ス
ク
と
い
う
素
材
で
、
日
本
を
テ
ー
マ

に
新
し
い
作
風
に
挑
み
た
い
と
、
日
本
人
形
も

何
体
か
展
示
さ
れ
た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
、

「年
間
の
制
作
数
を
減
ら
し
て
で
も
、
自

分
を
深
く
表
現
す
る
作
品
に
挑
み
た
い
」
と
語

る
。

「天
草
四
郎
」
は
そ
の
意
思
表
明
な
の
だ

ろ
う
、
今
後
の
彼
女
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
も

の
だ
っ
た
。

永

野

　

智

人

形

展

九
四
年
十
二
月
十
二
日
～
十
八
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
近
江

（銀
座
）

展
示
会
場
に
は
、
日
焼
け
し
た
よ
う
な
落
ち

着
い
た
ト
ー
ン
の
、
三
十
セ
ン
チ
前
後
の
和
紙

人
形
が
二
十
体
ほ
ど
整
然
と
並
ん
で
い
る
。

一
体
ず
つ
見
る
と
、
ど
れ
も
が
歌
麿
や
春
信
の

美
人
画
か
ら
浮
き
出
た
よ
う
に
、
趣
の
あ
る
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
人
形
は
、
始
め
て
で
あ
る
。

淡
い
色
彩
感
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
素
材
は

越
前
和
紙
の
鳥
の
子
の
み
を
使
用
、
本
来
は
人

形
は
日
焼
け
に
よ
る
色
落
ち
を
嫌
う
も
の
な
の

に
、
永
野
さ
ん
は
、
か
え
っ
て
、
作
品
が
日
焼

け
し
て
か
ら
飾
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
そ
の
ユ

ニ
ー
ク
で
上
品
な
色
彩
感
も
と
も
か
く
、

「浮

世
絵
を
立
体
化
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
挑
み

続
け
た
成
果
か
、
線
の
ふ
く
ら
み
や
曲
線
に

は
、
素
材
の
質
感
を
操
り
、
作
者
が
そ
れ
を
楽

し
み
な
が
ら
表
現
し
て
い
る
の
で
は
、
と
思
え

る
よ
う
な
伸
び
や
か
さ
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の

ユ
ー
モ
ア
や
お
お
ら
か
な
時
代
そ
の
も
の
も
再

現
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

人
形
の
顔
、
手
足
に
自
磁
を
使
っ
て
い
る
こ

と
が
、
表
現
を
さ
ら
に
豊
か
に
し
て
い
る
。
和

紙
人
形
の
世
界
で
は
、
姉
様
人
形
の
よ
う
に
す

べ
て
が
和
紙
で
目
鼻
の
な
い
人
形
を
想
像
し
が

ち
だ
が
、
永
野
さ
ん
は
、
思
い
き
っ
て
、
異
な

る
質
感
の
素
材
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
成
功
さ
せ

た
。
粘
土
人
形
に
和
紙
を
着
せ
た
の
と
は
違

い
、
彼
女
の
人
形
は
、
和
紙
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
、
和
紙
が
主
役
の
人
形
な
の
だ
。
永
野
さ

ん
は
、
和
紙
人
形
の
可
能
性
を
、
広
げ
る
一
人

と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

士
ロ
ロ
田
一
　

由
Ｒ

一
日
成

九
四
年
十
二
月
二
十
日
～
二
九
日

せ
ｏ
ら
～
る

（新
宿
）

ピ
グ
マ
リ
オ
ン
を
主
宰
し
、
門
下
か
ら
現
在

活
躍
中
の
作
家
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
吉
田
氏

の
二
年
ぶ
り
の
個
展
。

中
央
に
、
Ｖ
字
の
深
紅
の
展
示
台
。
そ
の
上

に
、
淡
い
ト
ー
ン
の
二
十
セ
ン
チ
大
の
ト
ル

ソ
ー
が
六
体
並
べ
ら
れ
、
今
回
の
展
示
の
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
よ
り
普
遍
的
な
も
の

を
意
識
し
た
と
い
う
。
氏
の
作
品
と
な
る
と
、

つ
い
非
日
常
と
か
少
女
美
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

連
想
し
が
ち
だ
が
、
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
少

年
の
一
瞬
の
表
情
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
意
外
な

一
面
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
そ
れ
が
氏

の
本
質
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
て
し

ま
っ
た
。

作
品
の
中
で
ベ
ー
シ
ツ
ク
な
部
分
で
あ
る
と

い
う
和
服
を
か
け
た
裸
体
の
大
き
な
関
節
人
形

も
三
体
」展
示
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
作
品
は
、
大

変
多
く
見
か
け
る
が
、
や
は
り
先
駆
け
で
あ
る

氏
の
作
品
は
、
完
成
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
領
域
と

し
て
の
落
ち
着
き
を
感
じ
る
。

他
に
も
、
従
来
の
テ
ー
マ
の
継
続
と
み
ら
れ

る
ボ
ン
テ
ー
ジ
風
の
衣
装
の
作
品
群
な
ど
。

基
本
的
な
素
材
は
、
本
質
粘
土
に
胡
粉
、
油

彩
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
。
人
形
に
ど
う
い
う
世

界
を
与
え
る
か
に
よ
っ
て
人
形
の
質
は
自
然
に

変
わ
っ
て
く
る
が
、
ひ
と
つ
の
も
の
に
構
築
さ

れ
る
の
に
三
～
四
年
は
か
か
る
し
、
自
分
の
世

界
と
し
て
ま
と
ま
る
に
は
十
年
以
上
か
か
る
と

氏
は
語
る
。

人
形
の
世
界
は
、
表
現
の
可
能
性
が
無
限
に

あ
り
、
今
回
の
ト
ル
ソ
ー
は
自
分
の
中
の
引
き

出
し
の
ひ
と
つ
を
開
け
て
み
た
、
と
い
う
こ
と

で
、
ア
ー
ト
と
し
て
理
解
さ
れ
る
人
形
の
世
界

へ
の
氏
の
模
索
は
、
こ
れ
か
ら
ド
ー
ル
・
ア
ー

ト
を
目
指
す
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
指
標
と

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
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Ｊ
Ｒ
目
白
駅
を
出
て
、
山
手
線
沿
い

い
の
細
い
道
を
池
袋
方
面
に
歩
い
て
い

く
と
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
ゃ
れ
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
続
く
。
そ
の

並
び
に
あ
る
竹
取
物
語
の
ガ
ラ
ス
戸
を

引
く
と
、
手
の
ひ
ら
に
乗
る
ほ
ど
の
小

さ
な
人
形
や
小
物
の
世
界
が
広
が
り
、

見
る
者
の
頬
を
ゆ
る
ま
せ
る
。

店
内
は
、
伝
統
の
五
節
句
を
中
心
に

季
節
感
を
ベ
ー
ス
と
し
た
展
示
と
、
か

ぐ
や
姫
の
会
の
作
品
展
で
一
年
間
が
構

成
さ
れ
て
い
る
。
今
は

「雛
遊
び
」
。

出
品
作
家
は
、
久
保
田
の
り
子
さ

ん
、
村
田
恵
子
さ
ん
、
横
山
節
子
さ
ん

な
ど
。
野
崎
芳
寿
氏
は
、
店
の
屋
号
に

ち
な
み
、
か
ぐ
や
姫
を
十
五
セ
ン
チ
と

十
九
セ
ン
チ
大
の
小
さ
な
市
松
人
形
で

制
作
。
店
の
上
部
に
は
、
橋
本
清
氏
、

浅
見
恵
子
さ
ん
の
人
形
な
ど
が
飾
ら

れ
、
二
十
年
以
上
前
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト

・
ド
ー
ル
に
着
目
し
、
そ
の
歴
史
を

見
つ
め
て
き
た
竹
取
物
語
の
奥
の
深
さ

が
伺
え
る
。

オ
ー
ナ
ー
の
宮
崎
夫
妻
は
、
橋
本
氏

の
抱
き
人
形
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
世
田
谷
区
奥
沢
に
竹
取
物
語

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
開
店
当
初
よ
り
、

抱
き
人
形
に
は
こ
だ
わ
り
続
け
た
が
、

橋
本
氏
の
仕
事
の
芸
術
性
や
完
成
度
を

見
た
後
で
は
、
彼
ら
を
満
足
さ
せ
る
作

家
が
見
つ
か
ら
な
い
。
新
人
発
掘
も
試

み
た
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ

ず
、
ど
う
し
て
も
玩
具
の
範
疇
に
く
く

ら
れ
て
し
ま
う
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
難
し

さ
に
、
方
向
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。以
後
、
目
白
に
移
転
、
ポ
ー
ズ
人
形

な
ど
も
扱
う
よ
う
に
な
り
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト

・
ド
ー
ル
を
扱
う
店
の
先
駆
け
と

し
て
、
竹
取
物
語
は
、
吉
田
良

一
氏
、

浅
見
恵
子
さ
ん
、
小
林
三
千
子
さ
ん
、

竹
村
和
子
さ
ん
、
山
吉
由
利
子
さ
ん
な

ど
現
在
活
躍
す
る
多
く
の
作
家
の
拠
点

と
な
り
、
企
画
展
や
個
展
を
行
い
、
芸

術
性
の
高
い
人
形
を
扱
う
た
め
の
試
行

錯
誤
を
時
代
と
と
も
に
続
け
て
き
た
。

一
方
、
人
形
教
室
も
宮
崎
優
人
の
考
え

で
開
設
し
た
が
、
元
は
と
い
え
ば
、
お

店
を
や
り
た
く
て
人
形
に
か
か
わ
っ
た

夫
妻
の
歴
史
が
、
こ
の
竹
取
物
語
で
あ

る
。時
代
に
し
な
や
か
に
対
応
し
、
現
在

は
、
小
さ
く
て
し
ゃ
れ
た
も
の
を
志
向

し
た
展
一不
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（取
材

・
文
　
小
川
　
千
息
子
）

人
形
プ
テ
イ
ッ
ク
　
竹
取
物
語

東
京
都
豊
島
区
日
白
３
１
１７
１
２７

８
０
３
１
３
９
５
４
‥
３
３
９
５

（午
前
十
二
時
半
～
午
後
五
時
半

日

・
月

・
祭
日
定
休
）
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９
４
年
１
０
月
２
２
日
～
１
１
月
２
０
日

横
浜
人
形
の
家

審
査
な
し
、
出
品
料
な
し
と
い
う
、
ア
マ

チ
ュ
ア
の
ド
ー
ル
メ
イ
ヵ
ｌ
に
と
っ
て
は
、
自

由
な
発
表
の
場
で
あ
る
横
浜
人
形
の
家
の
手
作

り
人
形
展
は
、
昨
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
。

毎
年
決
ま
っ
て
出
品
を
す
る
人
、
今
年
始
め

て
の
人
、
サ
ー
ク
ル
単
位
で
参
加
す
る
人
な
ど

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た
１
９
１
点
の

作
品
が

一
堂
に
会
し
た
。
参
加
者
の
多
く
は
、

地
元
横
浜
を
中
心
と
す
る
人
達
だ
。
や
は
り
、

幼
児
と
、
三
十
代
か
ら
の
主
婦
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
が
、
素
材
、
作
風
、
テ
ー
マ
の
幅
が
広

く
、
見
て
い
て
楽
し
い
。
通
っ
て
い
る
教
室
の

習
作
を
出
す
人
、
好
き
な
人
形
を
自
分
な
り
に

コ
ピ
ー
す
る
人
、
ま
つ
た
く
自
由
な
発
想
で
作

る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
中
で
も
、
六
十
代
以

上
の
方
の
作
品
に
、
独
創
的
で
伸
び
や
か
な
発

想
の
作
品
が
多
く
、
人
形
作
り
の
楽
し
み
の
原

点
を
見
た
思
い
が
す
る
。
最
年
長
の
方
が
八
十

三
才
と
い
う
が
、
感
性
に
衰
え
を
感
じ
な
い
。

か
え
つ
て
、
若
い
方
の
作
品
の
方
に
、
何
か
に

と
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ぎ
こ
ち
な
さ
を
感

じ
た
。
出
品
作
品
を
整
理
し
て
展
示
す
る
担
当
の
学

芸
員
の
小
原
さ
ん
も
、
事
前
に
送
ら
れ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
見
る
と
、
ど
ん
な

作
品
が
送
ら
れ
て
く
る
の
か
、
楽
し
み
だ
と
い

う
。
こ
の
作
品
展
は
、
毎
年
恒
例
で
、
今
年
度

も
行
わ
れ
る
予
定
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
発
表

の
チ
ャ
ン
ス
に
、
全
国
的
な
関
心
が
も
つ
と
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

（取
材

・
文

小
川
千
息
子
）
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去
る
十
二
月
十
八
日
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
会

員
で
あ
る
人
形
作
家
池
田
雅
世
さ
ん

が
、
ご
病
気
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
五
十
五
才
。
葬
儀
は
二
十

日
に
、
東
京

・
武
蔵
野
市
の
安
養
寺

で
行
わ
れ
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
を
代
表
し
私
も

参
列
致
し
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
は
名
古
屋
市
に
生
ま
れ

結
婚
後
、
三
十
四
才
の
と
き
に
人
形

作
り
を
始
め
ま
し
た
。　
一
九
八
二
年

か
ら
八
五
年
ま
で
、
吉
田
良

一
氏
に

師
事
、
八
五
年
に
は
武
蔵
野
市
吉
祥

寺
に
人
形
と
バ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
教
室

「ア
ト
リ
エ
ｏ
ブ
チ
」
を
開
校
し
ま

し
た
。
自
分
史
や
ク
ラ
ウ
ン
と
い
つ
た
独

自
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
特
に
五

十
才
の
記
念
に
、
四
年
が
か
り
で
制

作
し
た
二
十
三
体
の
人
形
に
よ
る

「人
形
で
つ
づ
る
自
分
史

。
マ
イ
メ

モ
リ
ー
」
は
、
新
宿
の
せ
ｏ
ら
～
る

の
個
展
で
も
大
好
評
を
博
し
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
池

田
さ
ん
に
と
っ
て
代
表
作
と
な
り
ま

し
た
。
私
自
身
、
池
田
さ
ん
と
は
、
九
二

年
に
一塁
示
・
多
摩
地
区
の
作
家
に
呼

び
か
け
て
行
っ
た
企
画
展
示

「ド
ー

ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
に

参
加
頂
い
て
か
ら
の
お
つ
き
合
い
で

し
す
。
そ
の
時
、
参
加
作
家
に

「な

ぜ
人
形
を
作
る
の
で
す
か
」
と
、
間

い
か
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
池

田
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
お
答
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「道
化
人
形
を
創
る
―
―
―

道
化
師
の
仲
間
と
し
て
明
る
く
賑

や
か
で
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
ピ
エ
ロ
を

引
き
立
て
る
ク
ラ
ウ
ン
。
顔
は
無
表

情
に
近
く
、
心
の
内
は
淋
し
く
、
悲

し
く
、
嫉
ま
し
く
と
、
こ
ん
な
道
化

師

（ク
ラ
ウ
ン
）
を
創
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
に
秘
め
た
ク
ラ

ウ
ン
の
感
情
が
少
し
で
も
表
わ
せ
る

よ
う
に
で
き
た
ら
と
、
私
の
永
遠
の

テ
ー
マ
と
な
る
よ
う
で
す
。
」

掲
載
の
写
真
は
、
こ
の
時
に
展
示

さ
れ
た
作
品
で
す
。

出
演
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
で
も
、

「人
形
は
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
生

き
が
い
で
す
」
と
は
っ
き
り
お
っ

し
や
つ
て
い
た
池
田
さ
ん
。
昨
年

夏
、
所
用
で
お
会
い
し
た
と
き
に
、

病
気
の
こ
と
を
初
め
て
聞
か
さ
れ
、

ど
こ
に
も
そ
の
よ
う
な
気
配
は
感
じ

ら
れ
ず
、
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し

た
。
将
来
の
制
作
に
も
　
な
お
意
欲

的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
池
田
さ
ん
の

訃
報
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

心
よ
り
池
田
雅
世
さ
ん
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

Ｄ
Ｆ
Ｊ
事

落
留
口
長小

川

　
イ丁
悪
子
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ドルスバラードの
ショールーム オープン

ビリーボーイのプラックドール

「
デ ィ ー 」 :登場

ド イ ン` デモ
ウルスラ・ ドリスケル (上)から

昨年 12月 、 ドルスバラー
ドのショールームがオープン
した。 トムリンソン夫妻のレ
プリカ・ ドールをはじめ、 ド
ルスバラードのオリジナル作
品など、数多くの人形が常時
展示されている。

【問合先】ドルスバラード
〒124葛飾区西新小岩

5-2-11
2,03-3691-3572

JR新小岩駅より
バス 52番「上平井町」下車

DFJ3号 で紹介した渡辺純子さん
のプロデュースするアーティスト、ビ
リーボーイが、新作「ディー」を発表
した。「ディー」は、ビリーポーイの
人形のベイシック・モデルであるミド
ヴァニィの黒人の女友達という設定。
前作は、世界でもっとも美しいプラッ
クドールとして絶賛され、すぐに売り
切れとなったために、幻の黒人人形と
呼ばれた。今回は、ポーセレンを素材
として再登場。ディテールも、いつも
のように凝った内容となっている。
【問合先】エス・ダブリュー・ジャバン
〒154世田谷区三宿 1-28-4
11,1. 03-5481-2025  F'AX 03-3419-8606

ドイツのドール・ジャーナリスト、
ウルスラ・ ドリスケルさんが、DF
Jのために情報を寄せてくれました。

****
ドイツの人形文化に貢献し、新風
を起こしながら5年前に夭折した故
マシアス・バンケの興した会社「バ
ンケ社」の所有権が、スイスの人形
素材を扱うグローレックス社に移行
した。バンケの死後、母親のルース
・グラウが経営を引き継ぎ、ヨーロ

ッパでもっとも質の高いといわれる

展覧会「ドール・アート」を主催し
てきたが、今回の所有権の移行は、
関係者の大きな関心を集めている。
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ロ
エリ
ー

ロ
エ
リ
ー

・
プ
ロ
ー
ク
ス
マ

・

ミ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
美
術
畑
出
身
の
人
形

作
家
の
一
人
で
あ
る
。
彼
女
は
オ
ラ
ン

ダ
で
美
術
と
哲
学
を
学
び
、
現
在
は
、

結
婚
し
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い
る
。
夫
の

ゲ
ル
ド

・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
プ
ロ
並
の

腕
で
、
彼
女
の
作
品
を
撮
影
す
る
。

私
が
彼
女
に
あ
っ
た
の
は
、
一
九
九

一
年
、
彼
女
が
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で

始
め
て
作
品
を
展
示
し
た
時
だ
。
そ
し

て
間
も
な
く
彼
女
は
成
功
を
収
め
る
。

作
品
は
、
そ
の
美
し
さ
と
完
壁
さ
か

ら
、
他
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
購

入
さ
れ
て
い
っ
た
ほ
ど
だ
。

彼
女
は
プ
ロ
の
水
彩
画
家
で
も
あ
り

特
に
ド
イ
ツ
の
風
景
を
描
い
た
作
品

は
、
賞
賛
を
浴
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
数
々
の
展
覧
会
で
受
賞
し
た
。

毎
年
五
月
の
末
に
行
わ
れ
る

「ド
ー

ル
・
ア
ー
ト
」
で
は
、
彼
女
の
人
形
は

出
品
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し

ま
う
。
彼
女
は
、
真
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
優
し
い
人
柄

も
、
彼
女
の
仕
事
ほ
ど
に
美
し
い
人
で

あ
る
。

＊
こ
の
記
事
は
、
ド
イ
ツ
の
ド
ー
ル

・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ウ
ル
ス
ラ

・
ド
リ

ス
ケ
ル
か
ら
、
最
近
も
つ
と
も
成
功
し

た
作
家
の
記
事
と
し
て
寄
稿
さ
れ
た
も

の
で
す
。
写
真
は

「
ア
ン
ネ
」

・
プ
ロー
ク
ス
マ　
ミ
ュー
ラー

（ド
イ
ツ
）

文
　
　
ウ
ル
ス
ラ
・
ド
リ
ス
ケ
ル
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ゾ
フ
ィア
・マジ
ャ
ック
（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
十
二
年
前
に
移
住
し
た
。
こ
の
国
に

「母
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
感
じ
、

「地
球
の
子
供
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
人

形
の
制
作
を
し
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
時
代
、
ゾ
フ
ィ
ア
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
パ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な

ど
を
し
て
い
た
が
、
息
抜
き
の
た
め

に
、
自
然
に
親
し
み
、
粘
土
い
じ
り
な

ど
を
し
て
い
た
。

も
と
よ
り
入
り形
へ
の
関
心
や
創
権
ュ恵

欲
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
ポ
ー
セ

レ
ン
の
人
形
を
作
り
た
く
て
粘
土
を

買
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
二
年
前
。
作
り

方
は
習
わ
な
か
っ
た
が
、　
一
年
も
た
た

ぬ
う
ち
に
最
初
の
一
体
を
制
作
、
ァ
メ

リ
カ
の
シ
ョ
ー
に
出
品
、
雑
誌
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
彼
女
に
と
っ
て
、
人
形

制
作
は
新
し
い
仕
事
と
な
っ
た
。

一
日
に
十
二
時
間
は
制
作
に
あ
て
る

が
、
今
も
な
お
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

は
、
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

心
理
学
も
学
ん
だ
こ
と
が
ぁ
り
、
将

来
は
音
楽
、
心
理
学
、
立
体
物
の
制
作

の
知
識
を
、
精
神
的
に
問
題
が
あ
る
人

の
た
め
に
、
特
に
麻
薬
に
走
る
若
い
人

の
た
め
に
、
新
し
い
精
捕
喜
蜃
法
と
し
て

役
立
て
た
い
と
い
う
。

＊
こ
の
記
事
は
、
ゾ
フ
イ
ア
本
人
の
寄

稿
で
す
。
写
真
は
、
左

¨
カ
タ
リ
ナ

右

¨
ヴ
ェ
ネ
ッ
サ

（ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
子

供
に
発
想
を
得
た
人
形
）
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近況報告
く ら 田 た ま え

昨年 1月、鬼の人形を展示した東京での初個展。

9月 には、同じく東京でうさぎの作品展。

鬼百匹を目標にする他、自分が楽しんで生まれた作品は

他の人も楽しませることができると信じて制作をしている。

今年3月 、4月 と在住している大阪で作品展がある。 (P3参照 )
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cla"sses
老彙1室三多逹 内   *教 室案内はDFJ偶数号で掲載致します (掲載無料 )

エコール・ド・シモン
四谷シモン人形学校

東京都渋谷区千駄ヶ谷3-5-4

2,03-3402-9488

月、火、水、本、土

1:00-4:00、  6:00-9:00

入学金 ¥50000維持費¥2000
月謝 ¥14000～ ¥20000

〒171東京都豊島区目白
3-17-27

2,03-3954-3395

月 :創作市松人形 (宮崎優人 )
火 :創作抱き人形 (竹村和子 )
水 :着物縫い方 (桑原静江 )
木 :創作抱き人形 (小林三千子 )

入会金 ¥20000
月謝 月¥10750 火¥13000
水¥8500 本¥13000

竹取物語人形学校

〒158東京都世田谷区
奥沢6-28-14林コ■201
2'03-3704-3730

月 :福島光太郎 火 :渡辺素子
木、金、土、1・ 3日曜 :吉田良一

月4回
1・ 8月 は月 3回
入会金   20000
設備費・ 毎月1000

月謝   12000

ドールスペース・ビグマリオン

〒157東京都世田谷区
祖師谷3-12-1

サン■ル成城103
*本部 世田谷区砧8-26-1

2,03-3415-3800

土曜日 :三輪輝子

入会金 15000
設備費  1800
月謝 16000～ 20000

(チケット制有り)

ミワ・ドール・アカデミー

〒173東京都板橋区
中丸町39-2-104

2103-3530-6598

火、金、第 4日 曜 :藤井路以
入 :20000、 月 :12000、 雑 :500

藤井 路以教室 ARTモマーユ  所由紀子教室

〒206東京都多摩市
Jミ I収 2-5-3-506

210423-76-1294

第 1・ 2・ 3金曜 :所由紀子
月謝 :9000

〒186東京都国立市東1-3-15
国立ダイカンプラザ106

210425-71-3221

水、金、土 :岩切克樹
入 :15000、  月:13000

糊朋覇 水澄知恵子人形教室

会場 :東京都多摩市落合2-35
パルテノン多摩4F

連絡先 :a0423-38-8639 水澄
第 1・ 3月 曜 :水澄美恵子

入 :10000、 月10000名古屋有り

18

青山カルチャーフォーラム

東京都南青山2-12-11

秋山ビルディングアネックス

第 1・ 2・ 3水曜日 :高橋富子
連絡先 :0473-54-3446 高橋

入 :5000、 月:12000

布と綿で遊ぶ創作布人形

=越文化センター
東京都中央区日本橋室町1-4-1
〔,03-3274-8595

第 2水曜 :松原登代子
佐々木明子

入 :6000、 6カ 月受講料 :27000

創作粘土の会 ラ・バンボーラ

本部 :東京都練馬区石神井台
1-12-11

2103-3997-8687

講師 :高橋節子他
読売文化センター他に教室有り

入 :15000、 月:12000

ドール・サロン麻生

〒194東京都町田市玉川学園
2-11-7

2,0427-20-1423

講師 :麻生やや

日時はお問い合わせを

入 :10000、 月3000～6000
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３
枚
の
デ
ィ
ス
ク
が
重
な
っ
て

「合
奏
」

す
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

・
オ
ル
ゴ
ー
ル

「オ
ル
ゴ
ー
ル
の
小
さ
な
博
物
館
」

一
七
八
十
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
自
動
演
奏
装

置
を
二
百
数
台
所
蔵
。
月
毎
に
展
示
が
変
わ
る

＊
訪
間
前
に
、
必
ず
確
認
の
電
話
を
！

東
京
都
文
京
区
日
白
台
三
―
二
五
―
一
四

８
　
０
三
―
二
九
四

一
―
○
○
〇
八

幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
家
を
再
現
し
た

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
を
説
明
す
る
磯
貝
氏

磯
員
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

参
観
を
ご
希
望
の
方
は
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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【LETTERS】 感想、ご意見、ご希望など
【CS(新人紹介)】 自薦、他薦を問いません。まず、写真
をお送り下さい。

【REVIEW】 個展、展覧会の感想。400字程度
*以上の採用分には、リーセ葉書セットを進呈。
【INFORMATION】 ニュースがあったら何でも

【近況報告】プロの作家の方の最新作の発表の場です。

応募はCSに準じます。 (採用分には規定稿料をお支払い
します )
【教室、個展他の案内】随時受けつけます。
*応募は、項目を明記の上、DFJ事務局まで

I)Fヽ J節毒詩毒方
‐
落長苺
=葺
:織彗■11華華尋‖ 霧■■:11:

ドール・フォーラム・ジャバン (DFJ)は書店では販売さ
れていません。購読は、会員購読制です。DFJは年に4回
5月 、8月 、 11月 、2月 に発行されます。
お申込は、年会費 5千円を下記の方法でご送金下さい。
*郵便振替 00120-8-717693

「ユーラシア・ ドールズ」
(通信欄に、「DFJ」 と明記する)

*現金書留 または 郵便小為替

バ ンヽ グ″ラテ
~~しノバ ー 11:111■ |:=:::::::章葺墨:=::11■

:■■:|:I=■ |
1号 (表紙 :大島和代)2号 (山口景子)3号 (岩切映幹子 )
会員の方は 1部 1000円 です。非会員の方 :1400円

ドール・ フォーラム・ジャバン第 4号
1995年 2月 22日発行
編集発行 :ド ール・フォーラム・ジャバン事務局

〒189東京都東村山市久米川町 3-27-57
2,0423-95-7547 FAX 0423-95-7975

編集責任者 :小川千息子
印刷   :株 式会社 日出島
ドリ・フぉラム・ジャルはトラシア・ドールズ以ボツ■シップにより運営さ慣 い討 。

今号で会員期限の切れる方には郵便振替用紙を同封しています。

継続会員の年会費は、4500円 となります。 (翌号発行までに
お申し込みのない場合は、無効となりますのでご注意下さい。)
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リ

ロ
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浮
個
鶏
期
組
砒
生
回
　
　
磯
員
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
見
学
会

去
る
十
二
月
十

一
日
、
作
家
の
岩
切
克

績
さ
ん
は
じ
め
、
総
勢
九
名
が
護
国
寺
駅

に
集
合
。
直
前
に
な
っ
て
、
近
所
に
ア
ン

テ
イ
ー
ク

・
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
博
物
館
も
あ

る
こ
と
を
知
り
、
見
学
を
追
加
し
た
。

「オ
ル
ゴ
ー
ル
の
小
さ
な
博
物
語
“」
で
は

部
屋
ご
と
に
、
時
代

・
種
類
に
分
け
た
見

事
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
並
び
、
順
番
に
説

明
を
受
け
な
が
ら
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で

き
、　
一
同
、
夢
の
よ
う
な
音
色
や
、
往
日

の
オ
ル
ゴ
ー
ル
職
人
の
工
夫
や
技
術
に
た

め
息
が
絶
え
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
磯
貝
吉
徳
氏
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・

ハ
ウ
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヘ
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
歴
史
の
概
略
を
講
義
し
て
頂
き
、
見
事

に
凝
縮
さ
れ
た
氏
の
ロ
マ
ン
の
世
界
を
堪

能
。
技
術
的
な
質
問
も
出
始
め
る
と
、
磯

貝
氏
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
仕
事
場
で
、
使

用
機
械
の
説
明
か
ら
事
細
や
か
に
丁
寧
に

説
明
し
て
下
さ
り
、　
一
同
大
感
激
。

充
実
し
た
時
間
の
後
は
、
忘
年
会
場
で

あ
る
新
宿
の
ト
ル
コ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
移
動
、
今
回
は
姓
名
判
断
の
話
で
盛
り

上
が
り

一
九
九
四
年
は
暮
れ
て
い
っ
た
。

ド」・フぉラム・ジャバン事務局長  小川千恵子

☆ 阪神大震災の悲惨なニュースは、世界を駆けめぐり、
その惨状に、皆、何かしなければ、という気持ちに駆り立

てられた。私の元にも、GDS会長のキャロル・スタント
ンやアメリカの知人から現地の人を気づかうファックスが

寄せられ、大変ありがたい思いがした。被災地の地区には

には、わがDFJ会員もおり、安否が気づかわれる。ぜひ
無事とのお便りが聞けることを、心より祈っている。

☆ 今回の表紙の、吉田良一氏はインタビューで多くのこ
とを語ってくださった。問題提起や、示唆にとんだ内容な

ど、できるだけそのまま会員の方に伝え、一緒に考えて頂

きたいと思い、カバーインタビューは増ページとなった。

会員の方は、このインタビューをお読みになって、どのよ

うなことを考えられただろうか。

☆「ゲイルからの手紙」の原稿には、ゲイルのユーモアや

人柄が感じられ、味わい深いものだが、残念なことに、ス
ペースの都合上、カットしなければならないのが彼女のモ

ノローグ的な部分が多く、訳文が平面的になってしまった

ことをお詫びしたい。アメリカのアーティスト・ ドールは

幅の広い世界だが、CFMギ ャラリーは志向がかなりはっ
きりしている。好き嫌いはともかく、ゲイルは「私も

恥ere誌のワイス記者程度にはカワイイつもりよ。私だっ
て、どんなにか今回のタイトルを『 ガイズ アンド _ヒ _ズ
(his)ドールズ』としたかつたことか

'こ
のことは特記し

ておいてね」というので、ここで追記しておく。ご存知の

ように、このタイトルはプロー ドウェイのミュージカルを

もじったものだ。すなわち、ガイ=ズカーマン氏のことで
彼女の茶目っ気を感じる。

☆ 前回募集したDFJ補助スタッフとして、今回から
植木樹里さんが制作に加わった。劇場美術を志す美大生。

心強い若い味方を得て、益々誌面充実を図りたい。

編集後記

*本誌掲載の記事・写真の無断転載・複写を禁じます。
DOLL FORUM JAPAN 3-27-57 Kumegawa,Higashimurayana― shi,Tokyo 189 JAPAN te1 81-423-95-7547 fax 81-423-95-7975
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ユーラシア・ ドールズ・ギャラリー

(1督
l〕 urasli』FlII)()111s

永野 智
本誌リピュー欄でも紹介した永野智の伸びやかな

発想と、卓越した技術によるユニークな和紙人形。

浮世絵を立体化する造形力は、必見。顔、手足は自磁。

越前和紙の鳥の子にこだわり、独特の淡い色調は作品に

気品を与えている。色褪せる和紙人形の欠点を逆に、

色褪せるほど味が出るようにと考え、制作されている。

DFJ会 員限定特別価格
¥138,000-(送 料込み)
3月 1日  ～ 5月 1日  のみの期間限定品

DFJ3号 で紹介された
ヒ ル デ ガ ル ド ‐ グ ン ツ ェ ル 写 真 集

「
ド ー ル

‐ フ ァ ン タ ジ ー ズ 」

¥3500-

お申し込みは、会員専用の注文用紙でどうぞ
ユーラシア・ ドールズ 〒189 東京都東村山市久米川町 3-27-57
8 0423-95-7547 FAX 0 4 2 3-95-7975
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